
基本目標①「豊かなくらしとしごとを創る」

取組内容

内部評価

所管課の所見 今後の方針

基本的方向①ー1「ブランド化、生産・販路拡大への取組」 具体的な取組

●ＧＡＰ等認証制度の推進

●女性の経営参画の促進

●高収益園芸品目への転換支援

●異業種法人等企業参入の推進

●新規就業者の確保・育成

●農地利用集積の推進

●情報発信の強化

●日本型直接支払制度の推進

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位 達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

農業生産額 ８２億円 ６２億円

加工品ブランド認証数（累積） ５０品目 １４品目

1 安全・安心農業推進事業

農

業

振

興

課

安全・安心な農業を推進することにより、

生産者と消費者の相互理解を深め、本市の

地域性を生かした持続型農業の確立を図

る。

土壌分析の実施　2団体

土壌分析講習会の開催　1回

　国は「みどりの食料システム戦略」の中

で、持続型農業の推進を掲げているが、未

だ充分な財政支援とは言えない状況であ

る。しかし、化学肥料が高騰する現在にお

いては、有機農業への転換のチャンスでも

ある。

　情報収集をしながら、より有効な施策に

取り組む。

B.見直しの上で

継続-2　手段等

の改善

実績値 0 － － － －

％ 達成率 0% － － － －

② －

％ 達成率 － － － － －

① ＧＡＰ認定取得件数
件

目標値 1 1 1 1 1

目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

2 新規就農支援交付金事業

農

業

振

興

課

５０歳以上５５歳以下の新規就農者の就農

意欲の喚起と就農後の定着を図ることを目

的とする。

５０歳以上５５歳以下の新規就農者の就農

意欲の喚起と就農後の定着を図ることを目

的とし実施した。

■就農相談　２名

■就農計画支援　２名

■交付金の交付　２名

市独自の事業として、相談から就農計画の

支援、交付金の交付まで一体的にサポート

する等、成果を上げている。

② －

① 営農継続者数

4 6 8 10 12

目標値 － － － － －

A.現状のまま継

続

実績値 4 － － － －

％ 達成率 100% － － － －

％ 達成率 － － － － －

名

目標値

実績値 － － － － －

3 新規就農者負担軽減対策事業補助事業

農

業

振

興

課

認定新規就農者の就農初期段階における常

用機械の導入に要する経費の負担軽減を図

ることにより、円滑な就農を図ることを目

的とする。

就農初期に必要な機械等の取得を支援し、

農業生産の相当部分を担うような農業構造

を確立した。

② －

① 営農継続者数

目標値 20 24 28 32 36

目標値 － －

経営開始時の収入が不安定な時期や配偶者

の妊娠等、適切なサポートを提供してい

く。

A.現状のまま継

続

実績値 18 － － － －

％ 達成率 90% － － － －

％ 達成率 － － － － －

名

－ － －

実績値 － － － － －

4 農業次世代人材投資事業補助事業

農

業

振

興

課

青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図

ることを目的とする。

次世代を担う青年の就農意欲の喚起と、就

農直後の経営確立を支援することを目的と

し、２６組２９名に資金を交付した。

　新規要望者、交付継続者等の就農計画・

就農状況を適切に把握しながら事業を推進

する。

A.現状のまま継

続

実績値 78 － － － －

％ 達成率 104% － － － －

② －

％ 達成率 － － － － －

① 営農継続者数
名

目標値 75 79 83 87 91

目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

5 新農業者協議会補助事業

農

業

振

興

課

豊後大野市新農業者協議会の活動費の一部

を補助することにより、農業青年・新規就

農者・女性農業者等が、将来に向け農業技

術・経営管理知識等を習得するための各種

研修を実施することを目的とする。

農業青年・新規就農者・女性農業者等が、

将来に向け農業技術・経営管理知識等を習

得するための各種研修会を開催した。

■経営研修会の開催

■先進地視察研修　コロナにより中止

コロナの状況を考慮しながら、アンケート

等により会員のニーズを把握し、研修等の

施策を展開する。

② －

① 会員数の確保

50 50 50 50 50

目標値 － － － － －

A.現状のまま継

続

実績値 52 － － － －

％ 達成率 104% － － － －

％ 達成率 － － － － －

名

目標値

実績値 － － － － －

資料７
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No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位 達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
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資料７

6 女性就農者確保対策事業補助事業

農

業

振

興

課

就労環境等の整備を図ることにより、女性

就農者の促進を図ることを目的とする。

１経営体（集落営農法人）のトイレ改修を

行い、女性就農者の就労環境の整備を図っ

た。

令和４年度に女性就農者を正規雇用する。

② －

① 女性就農者数

目標値 1 1 1 1 1

目標値 － －

　対象が限られた経営体になるものの、一

定の成果を上げることが出来た。

A.現状のまま継

続

実績値 0 － － － －

％ 達成率 0% － － － －

％ 達成率 － － － － －

名

－ － －

実績値 － － － － －

7 事業事務委託事業

農

業

振

興

課

農地中間管理事業の円滑な事業推進を図

る。

・事業推進員２名を雇用

・地区説明会の開催　７地区

・R3年度集積面積　80.5ha（うち新規

39.9ha）

　大分県が進める「ねぎ算出額100億円プ

ロジェクト」により、目標の50haを大幅に

上回る80haの農地が集まり、契約等の事務

負担もそれに伴い増大したが、事業推進員

と担当職員及び関係機関との連携により期

限内に賃貸借契約を結ぶことができた。特

定の作物振興を図る場合のモデル的取り組

みとなった。

A.現状のまま継

続

実績値 40 － － － －

％ 達成率 114% － － － －

② －

％ 達成率 － － － － －

① 担い手への農地集積
ha

目標値 35 35 35 35 35

目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

8 機構集積協力金交付金事業

農

業

振

興

課

担い手への農地の集積・集約化を加速させ

るため、機構を通じた農地の集積・集約化

等を促進する。

機構集積協力金　4,821,900円の交付

＜内訳＞

・地域集積協力金

　12地区　2,781a　4,268,400円

・経営転換協力金交付事業

　７戸　369a　553,500円

　担い手への農地集積が図られ、将来の地

域内の農地について住民同士が話し合う

きっかけとなった。

② －

① 担い手への農地集積

35 35 35 35 35

目標値 － － － － －

A.現状のまま継

続

実績値 40 － － － －

％ 達成率 114% － － － －

％ 達成率 － － － － －

ha

目標値

実績値 － － － － －

9 ＪＡおおいたぶんご大野生産部会補助事業

農

業

振

興

課

JAおおいたぶんご大野生産部会に所属する

各部会の取組を支援し、農業産出額の向上

につなげ、農業所得、経営の安定を図る。

　ＪＡおおいたぶんご大野生産部会に対し

活動補助金を交付した。

　部会毎に安全で安心な食糧を安定的に供

給する体制づくりに向けて活動を行った。

② －

① 年間農業産出額　82億円

目標値 82 82 82 82 82

目標値 － －

 コロナ禍において販売促進活動が計画どお

りに実施できなかった、令和4年7月の福岡

大同青果市場トップセールスが計画されて

いる。WITHコロナの中で、実行可能な事

業を支援していく。

B.見直しの上で

継続-2　手段等

の改善

実績値 62 － － － －

％ 達成率 76% － － － －

％ 達成率 － － － － －

億円

－ － －

実績値 － － － － －

10 園芸産地整備事業

農

業

振

興

課

水田の畑地化による米から高収益な園芸品

目への生産転換を加速するとともに、園芸

団地づくり計画に位置づけられた大規模園

芸産地の育成を重点的に推進し、農業産出

額の向上をめざすもの

活力あふれる園芸産地整備事業補助金（県

事業）を活用して、栽培施設、生産基盤、

機械施設等の整備を行うことができた。

事業実施品目：ピーマン、高糖度かん

しょ、白ねぎ、ぶどう、キウイ

　本事業については、事業費も高額である

ことから、早期計画と早期着手に努める。

B.見直しの上で

継続-1　拡充

実績値 26.1 － － － －

％ 達成率 99% － － － －

② －

％ 達成率 － － － － －

①
園芸重点品目の販売金額

26.4億円

億円

目標値 26.4 26.4 26.4 26.4 26.4

目標値 － － － － －

実績値 － － － － －
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資料７

11 営農普及サポート支援事業

農

業

振

興

課

ＪＡ等農業団体、県及び市行政等による営

農普及指導体制の確立を図るとともに、食

農教育の推進に向けた取り組みを支援す

る。

営農普及協力員の配置（9名）を行った。

内訳はピーマン3名、白ねぎ1名、かんしょ

2名、里いも3名。

　ピーマンにおけるIPM栽培にかかる営農

指導の徹底や、白ねぎにおける技術アドバ

イザーの配置が成果である。今後も、きめ

の細かいサポートが可能となるよう、手法

や頻度等について工夫を図る。
② －

①
営農普及協力員の指導、相談

対応件数

27 27 27 27 27

目標値 － － － － －

B.見直しの上で

継続-3　効率化

/RPA等

実績値 11 － － － －

％ 達成率 41% － － － －

％ 達成率 － － － － －

回

目標値

実績値 － － － － －

12 流通・販売戦略推進事業

農

業

振

興

課

産地収益力向上をめざした生産から流通、

販売、消費までを捉えた販売戦略を構築す

ることを目的として、トップセールスによ

る販売促進や本市ＨＰの見直しを行うも

の。

・ホームページ保守管理委託（里丸君HP）

　264千円

・ホームページ等作成委託料

　495千円

② －

① 年間農業生産目標額　82億円

目標値 82 82 82 82 82

目標値 － －

　トップセールスの再開と、新規ホーム

ページの充実を図りながら、大分の野菜畑

豊後大野をPRしていく。

B.見直しの上で

継続-2　手段等

の改善

実績値 62 － － － －

％ 達成率 76% － － － －

％ 達成率 － － － － －

億円

－ － －

実績値 － － － － －

13 ブランド認証・特産品ＰＲ事業

商

工

観

光

課

市内で生産された、農林水産物等を活用し

た加工品等の商品を豊後大野市ブランドと

して認証するなどして、広く情報発信する

ことで、消費拡大、地域産業の振興、地域

経済の活性化を図るとともに、豊後大野市

の魅力を向上させる。

〇ブランド認証審査会を開催し、新規ブラ

ンド認証品を5商品選定した。

〇京王百貨店で豊後大野市ブランド認証品

フェアを開催したり、博多大丸百貨店と本

市の魅力発信に関する協定書を締結するな

どした。

ブランド認証制度創設から2年が経過し認

証商品数も増えてきている。また、商品が

メディア等に取り上げられたことでＰＲの

機会が増えるなど効果が現れてきている。

本市のＰＲや商品の販路拡大のために引き

続きブランド認証品等の特産品のＰＲに努

める必要がある。

A.現状のまま継

続

実績値 14 － － － －

％ 達成率 93% － － － －

② ブランド認証品販売実績額
千円

％ 達成率 140% － － － －

① ブランド認証品数
品

目標値 15 20 30 40 50

目標値 10,000 15,000 17,000 18,000 20,000

実績値 14,000 － － － －

14 企業等農業参入推進事業補助事業

農

業

振

興

課

　県外の優良な企業的農業経営体の誘致や

市内外の意欲ある他産業企業からの農業参

入を推進することを目的とする。

当初２社の参入企業に対して事業予定で

あったが、採択申請に至らず事業未実施。

　県等の関係機関と連携し、経験を有する

とともに安定的に経営が出来ている優良企

業の参入を、積極的に推進する。

② －

① 年度毎の参入数

2 2 2 2 2

目標値 － － － － －

A.現状のまま継

続

実績値 2 － － － －

％ 達成率 100% － － － －

％ 達成率 － － － － －

社

目標値

実績値 － － － － －

15 環境保全型農業直接支払交付金事業

農

業

振

興

課

環境保全効果の高い営農活動に取り組む農

業者に対し、交付金の直接支払を行うもの

事業実施者：豊後大野市有機農業推進協議

会（2戸）、朝地町平井川保全会（5戸）

実施面積：緑肥施用7.46ha、有機農業

4.4ha
② －

① 緑肥施用、有機農業の実施

目標値 13.9 14 14 14 14

目標値 － －

国の「みどりの食料システム戦略」の事業

活用も視野にいれながら、今後の推進方針

を検討する。

A.現状のまま継

続

実績値 11.86 － － － －

％ 達成率 85% － － － －

％ 達成率 － － － － －

ha

－ － －

実績値 － － － － －



基本目標①「豊かなくらしとしごとを創る」

取組内容

内部評価

所管課の所見 今後の方針

基本的方向①ー1「ブランド化、生産・販路拡大への取組」 具体的な取組

●ＧＡＰ等認証制度の推進

●女性の経営参画の促進

●高収益園芸品目への転換支援

●異業種法人等企業参入の推進

●新規就業者の確保・育成

●農地利用集積の推進

●情報発信の強化

●日本型直接支払制度の推進

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位 達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

農業生産額 ８２億円 ６２億円

加工品ブランド認証数（累積） ５０品目 １４品目

資料７

16 多面的機能支払交付金事業

農

林

整

備

課

農業や農村が持つ多面的な機能の維持や、

機能の発揮を図るための地域の共同活動を

支援し、地域資源の適切な保全管理を推進

する。

・活動組織に対し交付金支出

・全組織を対象とした事務説明会を開催

・組織からの相談を受け付け、助言及び指

導を実施

・活動報告書の審査受領

・事業拡大のための広報活動

・新規実施希望地区に対する事業の説明

・現地調査

活動を終了する組織があるため協定農用地

面積が減少する見込みであるが、新規拡充

に努める。

A.現状のまま継

続

実績値 2,056 － － － －

％ 達成率 98% － － － －

② －

％ 達成率 － － － － －

① 取組面積
ha

目標値 2,101 1,934 1,994 2,052 2,110

目標値 － － － － －

実績値 － － － － －

17 中山間地域等直接支払交付金事業

農

業

振

興

課

　中山間地域等、耕作の条件不利地におい

て、集落協定等を締結し、５年間以上継続

して農業生産活動等を行う農業者等に対

し、田・畑別、傾斜別に単価を設定して直

接支払交付金を交付する。

　各協定を対象とした説明会を開催するよ

う準備を進めたが、コロナ禍により中止し

た。代わりに資料配付を行い、電話や面談

などで協定からの質疑に答えることで制度

の周知を図った。また、市報及びホーム

ページで本制度を紹介し新規の取組を募っ

た。

　その他、各協定による実施状況を確認す

るため現地調査及び証拠書類による審査を

行った。

　説明会の開催が出来なかったため、今後

も、より分かりやすい制度説明文書の作成

に努める。

② －

① 協定農用地

2,388 2,390 2,390 2,391 2,391

目標値 － － － － －

A.現状のまま継

続

実績値 2,419 － － － －

％ 達成率 101% － － － －

％ 達成率 － － － － －

ha

目標値

実績値 － － － － －

18 中山間地域等直接支払推進事業

農

業

振

興

課

　中山間地域等、耕作の条件不利地におい

て、集落協定等を締結し、５年間以上継続

して農業生産活動等を行う農業者等に対

し、田・畑別、傾斜別に単価を設定して直

接支払交付金を交付する。

　各協定を対象とした説明会を開催するよ

う準備を進めたが、コロナ禍により中止し

た。代わりに資料配付を行い、電話や面談

などで協定からの質疑に答えることで制度

の周知を図った。また、市報及びホーム

ページで本制度を紹介し新規の取組を募っ

た。

　その他、各協定による実施状況を確認す

るため現地調査及び証拠書類による審査を

行った。

② －

① 協定農用地

目標値 2,388 2,390 2,390 2,391 2,391

目標値 － －

 　集落協定内での争議で苦情や相談が多

い、未然に防止することも視野に入れなが

ら、民主的な協定運営をしてもらうよう働

きかける。

A.現状のまま継

続

実績値 2,419 － － － －

％ 達成率 101% － － － －

％ 達成率 － － － － －

ha

－ － －

実績値 － － － － －



基本目標①「豊かなくらしとしごとを創る」

取組内容

内部評価

所管課の所見 今後の方針
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

基本的方向①ー2「企業誘致、創業支援」 具体的な取組

　●相談体制の充実　●情報サービス業、インターネット付随サービス業の誘致

　●先端設備等の導入に取り組む企業に対しての支援

　●「テレワーク」の推進　●中小企業や小規模企業に対する経営安定化の支援

　●個性ある個店への伴走型支援　●企業合同説明会の開催

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

立地企業数（累積） １０件 ７件

起業・創業件数 ２２件 ９件

達成度 Ｒ３

％ 達成率 99.9%

人

％

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位

－ － －

896

市内小規模事業者の経営維持や改善を図る

ための経営指導や各種補助金（持続化補助

金、ものづくり補助金等）の申請支援や創

業セミナーの開催等により市内商工業の振

興が図られており事業の継続が必要であ

る。

A.現状のまま継

続

実績値 849 － － － －

－

目標値 850 865 875 885

－ － 1,537

実績値 1,497 － － － －

目標値 －

－ － －達成率 － －

2 企業誘致推進事業

商

工

観

光

課

　地域活力の向上や雇用の場の創出のため

に、企業誘致や立地企業の工場増設等を推

進する。

○大分県企業立地推進課との連絡調整

〇企業ガイドブックの作成・配布

〇立地企業の事業所・工場等への訪問

〇立地企業の工場増設等への支援

〇立地企業の本社訪問（隔年：Ｒ3年度実

施）

① 立地企業数等

② 事業所数

1 商工会補助事業

商

工

観

光

課

　商工会が行う小規模事業者に対する指導

事業及び商工業の振興と安定を図るための

事業に要する経費について、補助金を交付

する。

・会員事業所からの相談受付及び経営指導

・コロナ関連の支援金、給付金等の申請支

援

・創業セミナーの開催

① 商工会員数

％ 達成率 100% － － －

10

立地企業を訪問し、意見交換をするなどし

て情報の収集や市の情報提供に努めてい

る。また、企業誘致を促進するための補助

制度は引き続き継続する必要がある。

A.現状のまま継

続

実績値 7 － － － －

－

社

目標値 7 7 8 9

－ － －

実績値 － － － － －

目標値 － －

－ － －

3
小規模事業者経営改善資金利子補給補助事

業

商

工

観

光

課

　小規模事業者の経営の安定と発展を図る

ため、株式会社日本政策金融公庫による小

規模事業者経営改善資金の融資を受けた小

規模事業者に対し、借り入れた融資にかか

る償還利子の一部について、利子補給補助

金を交付する。

当該利子補給は、コロナ禍前から実施して

いるものであるが、令和3年度は、コロナ

禍に対応した様々な低利率融資があったた

め、小規模事業者経営改善資金の融資実績

や当該利子補給の給付額が例年より伸びな

かった。

① 新規借入額

② －

％ 達成率 － －

％ 達成率 42% － － －

300,000

市内小規模事業者が、事業継続と経営の安

定を図るために利用する融資（マル経資

金）に対して、市が行う利子補給は事業者

の支援として必要である。

A.現状のまま継

続

実績値 125,400 － － － －

－

実績値 － － － － －

－ － －

千円

目標値 300,000 300,000 300,000 300,000

－ － －目標値 － －

4 中小企業振興資金融資関連事業

商

工

観

光

課

豊後大野市中小企業振興条例の規定に基づ

き、中小企業者等に対して必要な施策を講

ずることにより、経営の改善及び経営基盤

の強化の促進を図り、もって本市の商工業

の発展に資することを目的とする。

指定金融機関（大分銀行、県信用組合、豊

和銀行）に１千万円ずつ預託し、指定金融

機関が豊後大野市中小企業振興資金を市内

事業者に貸し付ける際に必要となる保証料

を、市が補助した。

① 資金貸付件数

② －

％ 達成率 － －

％ 達成率 100% － －

件

－

3

豊後大野市中小企業振興条例に基づき、産

業振興対策及び創業者支援として、市内の

中小企業者等が事業資金の融資を受けやす

くするための預託金と保証料補助金であ

り、今後も本市の産業振興及び創業支援の

ために必要である。

A.現状のまま継

続

実績値 3 － － － －

－

目標値 3 3 3 3

－ － －

実績値 － － － － －

目標値 － －

－ － －

5 求評・商談会委託事業

商

工

観

光

課

　中小企業・小規模企業活性化基本条例第

11条の地域資源の利活用による産業の発展

及び創出という基本方針にのっとり、中小

企業者等の特産品の販路を拡大するため

に、市商工会等にオンライン等による求

評・商談会実施事業を委託する。

○オンライン商談会の開催

　コロナ禍におけるギフト需要に特化した

商談会にしたため成約数が伸びた。

① 成約件数

② －

％ 達成率 － －

％ 達成率 400% － － －

10

ブランド認証商品等の販路拡大や本市のＰ

Ｒのために必要な事業で、新たにオンライ

ン商談会という形式での実施により成果が

上がってきているため、今後も本市の魅力

発信のために継続する必要がある。

A.現状のまま継

続

実績値 24 － － － －

－

－

－

－ －

件

目標値 6 7 8 9

② －

目標値 － －

％ 達成率 － － － －

－ －

実績値 － － －

資料７



基本目標①「豊かなくらしとしごとを創る」

取組内容

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

基本的方向①ー3「先端技術への挑戦」 具体的な取組

　●スマート農業の推進

　●ＩＣＴを活用した介護予防システムの導入と推進（再掲）

　●行政におけるリモートワーク環境の整備やＡＩやＲＰＡツールの活用

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

スマート農業技術の導入

（累積）
３事業 ３事業

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位 達成度 Ｒ３

①

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
内部評価

所管課の所見 今後の方針

経営規模の拡大面積
ha

目標値 60 70 80

％ 達成率 100% －

90 100

　認定農業者、認定新規就農者の確保・育

成に大きく寄与してきた市単独事業であ

る。規模拡大を要件としており、これまで

事業の目的を十分に達成していると考え

る。今後、要件に見直し等柔軟に対応した

がら継続する。

A.現状のまま継

続

実績値 60 － － － －

19 21

実績値 11 － － － －

－ － －

目標値 13 15 17

－

2 重量野菜省力化支援事業

農

業

振

興

課

高齢化等により重量物野菜の積み込み等の

作業の軽減を図るための経費を補助する
パワースーツ　3基導入

① 補助金交付件数
件

目標値

％ 達成率 85% － － －

② 経営規模の拡大頭数
頭

1 担い手経営強化対策事業補助事業

農

業

振

興

課

農業の担い手の確保及び育成を図りつつ、

経営規模を拡大することを目的とする。

１４経営体が事業実施し、機械導入に伴い

約10㏊の規模拡大を行った。

5

％ 達成率 100% － － － B.見直しの上で

継続-1　拡充

実績値 3 － － － －

－

－ －

3 3 3 － －

　パワースーツの導入推進を強化し、コン

パクトクレーンについても法人を中心にが

導入を推進する。－

達成率 － － － － －

② －

目標値 － －

実績値 － －

％

－ －－

5

％ 達成率 20% －

－ －

　豊肥振興局生産流通部や他係と連携しな

がら、事業推進を図る。

A.現状のまま継

続

実績値 1 － － － －

－ －

実績値 － － － － －

－ － －

目標値 － － －

－

4 情報化推進事務事業

総

務

課

庁舎内共通業務に関する統合型サービス利

用推進

ペーパーレス会議システムは主に議会運営を中心に検討し、県

内近隣自治体等実績のあるシステムを導入できた。また、活用

のための研修会を開催でき、実運用を開始することができた。

ペーパーレス会議システムは課長クラスの会議でも有効活用が

できているが、係レベルやその他庁内会議等ではタブレット接

続ネットワーク内に共有ファイルサーバーを設置することで

ペーパーレス会議を実施する仕組みもできた。

庁内統合型ＧＩＳシステムに関しては別契約していた税務課利

用部分も統合した。

業務データ一元管理ツール検証は、別事業（基幹電算事務事

業）の利用料にてミニマムライセンスで契約し、実証テストを

実施した。実証により業務改善ツールとしての活用に有効であ

ることがわかり、次年度にさらにライセンスを増やして活用す

る予定となった。

① ペーパーレス会議数実績
会議

目標値

％ 達成率 － － － －

② －

3 戦略品目産地化プロジェクト支援事業

農

業

振

興

課

園芸重点品目の産地化及びブランド化を早

期に図るための整備事業に対し補助金を交

付するもの。

・夏秋なす施設整備　申請なし

・かんしょ貯蔵庫改修　1件

％ 達成率 200%

① 補助金交付件数
件

目標値 5

10

－ － － B.見直しの上で

継続-5　統合

実績値 10 － － － －

－

30 40

5 10 20 30 40

　ペーパーレス会議の導入に当たっては、

ほぼ予定通りの実運用が開始できた。

　タブレットやモバイルパソコンの活用に

関してもスムーズに運用が行えている。

　細事業として区別しているが、基幹電算

事務事業に統合しても問題ない内容と思わ

れる。

50

－

達成率 100% － － － －

② データ一元管理業務数
業務

目標値 3 10

実績値 3 －

％

－ －

20

％ 達成率 200% －

30 40 　ICT利用環境整備として庁舎内Wi-Fi整備

を実施し、執務場所をはじめ各会議室、支

所や公民館においても利用環境が整った。

　また、それに伴いオンライン会議が、本

庁支所職員間はもちろんのこと、市民等を

交えて実施できたことは大きな成果であっ

た。

　今後においては、更に活用方法等を模索

しながら利便性の向上を目指していく。

A.現状のまま継

続

実績値 10 － － － －

－ －

実績値 － － － － －

－ － －

目標値 － － －

－％ 達成率 － － － －

② －

5 情報ネットワーク管理事業

総

務

課

本庁、支所及び出先機関（市内小中学校等

の接続を含む）を結ぶ情報ネットワークの

円滑な運営管理。

例年通り情報ネットワーク全体の保守管理

については大きな問題もなく、GIGAスクー

ル事業等に関連した必要な変更や対策は

しっかり対応した。

庁舎内Wi-Fi環境整備については、本庁及び

支所、出先機関をはじめ、災害時避難場所

になる各公民館についても環境整備（予算

は総務係の庁舎等建築予算を利用）を行い

年度内に完了した。

① 庁舎内リモート会議数
会議

目標値 5

資料７



基本目標①「豊かなくらしとしごとを創る」

取組内容

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

基本的方向①ー3「先端技術への挑戦」 具体的な取組

　●スマート農業の推進

　●ＩＣＴを活用した介護予防システムの導入と推進（再掲）

　●行政におけるリモートワーク環境の整備やＡＩやＲＰＡツールの活用

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

スマート農業技術の導入

（累積）
３事業 ３事業

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位 達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７
内部評価

所管課の所見 今後の方針

資料７

6 基幹電算事務事業

総

務

課

基幹系等電算システムの円滑な運営を図

り、行政業務を支援する。

通常の電算システム、機器管理事業は通年

通り。

行政手続オンライン化については国のスケ

ジュールに沿って計画し、令和４年度中の

構築となった。

ＡＩツールの活用については、いくつかの

業務で実運用が開始できた。

別途、業務改善ツールとして「Kintone」

を導入し活用推進を行った。

① 行政手続き電子申請件数
件

目標値

％ 達成率 1% － － － A.現状のまま継

続

実績値 1 － － － －

－

－ －

100 1,000 － － － 　行政手続オンライン化については、本番稼働

は延期となったが準備作業は進んでいる。

　ＡＩツールについては、業務改善効果の大き

いＲＰＡ活用業務が通常業務５業務で実活用で

き効率化が図れている。

　また、財政課からの提案で導入した

「Kintone」については、業務改善に有効であ

り、積極的に活用推進を行い、令和４年もライ

センスの拡大導入を目指して取り組み、業務改

善に貢献していく。

－

－

達成率 140% － － － －

② AI-OCR、RPA活用業務数
業務

目標値 5 10

実績値 7 －

％

－ －



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

成果指標

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

基本的方向②ー1「女性の活躍推進」 具体的な取組

　●ポテンシャルある女性の就業機会創出への取組

　●女性の活躍を支援するための講座の開催

　●市民、企業、団体等への女性委員や管理職等の積極的な登用の推進

　●ワーク・ライフ・バランスの推進

　●子育て支援情報の提供、相談・助言の体制整備（再掲）

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

各種審議会等委員の女性登用率 ５０％ ３６．４％

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 Ｒ７
内部評価

所管課の所見 今後の方針

1 男女共同参画社会啓発事業

人

権

・

部

落

差

別

解

消

推

進

課

　男女共同参画社会の実現に向けて、人権

尊重・男女平等の意識を育てる啓発・教育

を推進する。

〇第15回男女共同参画市民のつどいを開催　参

加者　一般171人　実行委員等関係者31人

〇男女共同参画啓発講座等の開催

　・市民講座　1回　参加者13人

　・癒しのコンサート　参加者　一般158人

実行委員等関係者13人

　・放課後チャレンジ教室　5カ所　参加者

93人

　・パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓

制度導入関連啓発・研修等　29回　参加者703

人

①

単位 達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

－ 30

　第2次基本計画(改訂版）の施策を着実に

実行するため、市民や各団体等を対象に、

より効果的な啓発事業を実施するととも

に、関係課が連携し、調整・協議を行いな

がら取り組みを推進していく必要がある。

A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

目標値 － － －

達成率 － － － －

②

「男は仕事、女は家庭」とい

う考え方に同調しない人の割

合

％

目標値 － － －

社会全体において男女が平等

と感じる割合

％

％ －

－ 75

－

－％ 達成率 － － － －

実績値 － － － －

資料７



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

－
　各種保育サービスに関する情報を掲載、

必要に応じて更新をして一定の成果を上げ

た。令和4年度から、妊娠期から子育て期

まで必要な時に適切な子育て支援情報が取

得できる母子手帳アプリ「母子モ」へ移行

した。

　今後においても、最大限活用できるよう

情報の更新に努めなければならない。

C.終　了

実績値 85.74 － － － －

－

%

目標値 86 － － －

－ － －

5 子育て支援情報サイト業務委託事業

子

育

て

支

援

課

保育所や各種保育サービスに関する情報提

供や利用に向けての支援等を行う。

年間16,466件のアクセスのうち85.74％が新

規ユーザーであった。

① 新規ユーザーの割合

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 100% － － －

1,500

　身近な地域で子育て家庭に対する育児支

援を行うため、育児不安についての相談・

助言等援助や親子交流の場の提供を行い、

一定の成果を上げている。

　今後においては、在宅親子が気軽に立ち

寄ってもらえるよう利用者の増加に努めな

ければならない。

A.現状のまま継

続

実績値 1,469 － － － －

－

人

目標値 1,500 1,500 1,500 1,500

－ － －

4 地域子育て支援拠点事業

子

育

て

支

援

課

地域の子育て家庭に対する育児支援を行う

ため、身近な地域で、育児不安についての

相談・助言その他の援助や、親子の交流の

場の提供を目的に、子育て支援センターの

運営に努めます。

地域における子育ての拠点として、在宅親

子や出産予定がある夫婦等の交流の場づく

りや、育児に関する情報提供や育児相談等

が実施できた。

①
地域子育て支援拠点事業の充

実

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 98% － － －

65

　緊急度が高く市民から必要とされている

事業であり、一定の成果を上げている。

　今後においては、需要の伸びを想定し

て、更なる「まかせて会員」の確保に努め

なければならない。

A.現状のまま継

続

実績値 75 － － － －

－

件

目標値 55 55 60 60

－ － －

3 地域子育てサポート事業

子

育

て

支

援

課

地域子育てサポート事業･･･子育ての手助け

をして欲しい人「よろしく会員」と手伝い

が出来る人「まかせて会員」が相互援助活

動を行うことにより子育て支援を行う。

「まかせて会員」(14人)が「よろしく会

員」(88人)を地域の中で援助した。《預か

り57件、送迎18件》

① 相互援助活動の実施数

56 56 56

実績値 115 － － － －
② 参加人数

人

目標値 56 56

％ 達成率 205% －

％ 達成率 136% － － －

64

　婚活支援は、少子化対策の重要な事業と

とらえており、今後も適正に事業の実施を

行う。

B.見直しの上で

継続-2　手段等

の改善

実績値 7 － － － －

－

人

目標値 64 64 64 64

－ － －

2 婚活支援事業

ま

ち

づ

く

り

推

進

課

結婚を希望する独身男女に出会いの場を提

供して結婚のきっかけづくりを行い、本市

の人口減少の抑制へとつなげる。

・個別相談会　7回

・婚活セミナー・イベント　9回

・婚活サポーター育成・指導　３回

・婚活サポーター先進地研修　臼杵市

・婚活講演会　1回

① 相談者数

105 105 105

実績値 93 － － － －
② 婚姻数推計値

組

目標値 105 105

％ 達成率 89% －

％ 達成率 11% － － －

　国の動向もみながら、今後も適正に事業

の実施を行う。

A.現状のまま継

続

実績値 4 － － － －

－

人

目標値 15 15 15 15

－ － －

所管課の所見 今後の方針

1 結婚新生活支援事業

ま

ち

づ

く

り

推

進

課

結婚を希望する男女や、結婚したいが経済

的に結婚に踏み切れないカップルが結婚に

踏み出すための支援として、引越費用や新

居の取得に係る経費、家賃等を補助する。

　夫婦ともに39歳以下の新婚世帯に対し、

新生活を始める際に係る経費を補助した。

300千円×4件＝1,200千円

① 対象者数

達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

小・中一貫教育校の設置数（累積） ７校 １校

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位

％ 達成率 27% － － －

15

地域子育て支援センター実施箇所数

及び利用人数（累積）

６か所

１５，０００人

６か所

８，８６７人

よろしく会員の利用人数（累積） １００人 ７５人

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本的方向②ー2「結婚・妊娠・出産・子育て・教育環境の充実」 具体的な取組

　●市内の独身者の結婚促進・婚活サポーターの育成

　●出会いサポートサンター「ＯＩＴＡえんむす部」や他市町村との広域的な連携

　●地域子育て支援拠点事業等の子育て支援サービスの充実

　●子育て支援情報の提供、相談・助言の体制整備　●放課後児童クラブ・児童館の充実

　●子どもの貧困対策の推進　●多様な保育サービスの充実　●小中一貫教育校設置の推進

　●キャリア教育の推進　●コミュニティ・スクールの充実　●郷土学の推進

　●安全で快適な学校（幼稚園）施設・設備の充実　●経済的・地理的条件が不利な子どもに対する支援

　●大分県立三重総合高等学校への支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

５年後婚姻数推計値 １０５組 ９３組

内部評価

資料７



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

所管課の所見 今後の方針
達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

小・中一貫教育校の設置数（累積） ７校 １校

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位

地域子育て支援センター実施箇所数

及び利用人数（累積）

６か所

１５，０００人

６か所

８，８６７人

よろしく会員の利用人数（累積） １００人 ７５人

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本的方向②ー2「結婚・妊娠・出産・子育て・教育環境の充実」 具体的な取組

　●市内の独身者の結婚促進・婚活サポーターの育成

　●出会いサポートサンター「ＯＩＴＡえんむす部」や他市町村との広域的な連携

　●地域子育て支援拠点事業等の子育て支援サービスの充実

　●子育て支援情報の提供、相談・助言の体制整備　●放課後児童クラブ・児童館の充実

　●子どもの貧困対策の推進　●多様な保育サービスの充実　●小中一貫教育校設置の推進

　●キャリア教育の推進　●コミュニティ・スクールの充実　●郷土学の推進

　●安全で快適な学校（幼稚園）施設・設備の充実　●経済的・地理的条件が不利な子どもに対する支援

　●大分県立三重総合高等学校への支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

５年後婚姻数推計値 １０５組 ９３組

内部評価

資料７

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

158

　定められた検診をきちんと受けてもらう

こと及び妊婦の経済的負担の軽減に一定の

成果を上げている。

　今後については、検診回数が多い多胎児

妊婦への支援に努めていきたい。

B.見直しの上で

継続-1　拡充

実績値 118 － － － －

－

人

目標値 166 164 162 160

－ － －

10 妊婦乳児支援事業

子

育

て

支

援

課

妊婦の健康の保持増進を図り、安全・安心な妊

娠・出産に資するため妊婦健康診査を実施す

る。母胎や胎児の健康確保を図る上で、定期的

な健康診査の受診を勧奨する。聴覚障害は早期

に発見され適切な支援を行われた場合は、聴覚

障害による音声言語発達等への影響が最小限に

抑えられることから早期発見・早期療育が図ら

れるよう全ての新生児を対象として出生時に医

療機関での健診を実施する。

・妊婦健康診査（2，154件）

・新生児聴覚検査（145件）

・乳児健康診査(264件）

・ペリネイタルビジット事業

転入妊婦へ受診券の差し替え（17名）

① 母子手帳の交付

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 71% － － －

3
　令和3年度から新規事業として、作業療法士

が加わり小学校就学の前年にプレ授業、園に通

う３歳児にきらきら教室を開催し、保護者から

の相談を受けたり療育機関につなげることがで

きたりと、一定の成果を上げている。

　今後については、療育機関受診や訓練を必要

とする児童や保護者の育児不安の解消のため、

支援の拡充に努めなければならない。

B.見直しの上で

継続-1　拡充

実績値 1 － － － －

－

月

目標値 5 5 3 3

－ － －

9 幼児療育支援事業

子

育

て

支

援

課

療育機関受診や訓練を必要とする児は多

く、訓練まで待機期間が長かったり、枠が

なく家庭でそのまま対応しているケースも

多くある。療育機関が対応できない中、地

域で少しでも療育支援を勧めていくため。

きらきら教室を年4回実施、3歳児クラスの

子どもとその保護者に園や保健師より声を

かけてもらい22名（実11名）の参加があっ

た。作業療法士より参加者全員に助言をも

らった。教室に年2回以上の参加者は4名い

た。

① 医療機関等への受診期間月数

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 20% － － －

100
　令和3年度は対象児の転出により実績は

ないが、今後においても、医療的ケア児及

びその家族が希望する地元の保育所等に入

所し、地域の子どもたちと生活できるよう

支援するために、必要な事業である。多職

種連携による支援情報集約と相談支援の体

制づくりについて検討していかなければな

らない。

B.見直しの上で

継続-2　手段等

の改善

実績値 － － － － －

－

％

目標値 － 100 100 100

－ － －

8 医療的ケア児保育支援モデル事業

子

育

て

支

援

課

保育所等において医療的ケア児の受け入れ

を可能とするための体制を整備し、医療的

ケア児の地域生活支援の向上を図る。

医療的ケア児の保育園の受入れについて

ケース会議は行ったが、検討会の設置にま

では至らなかった。

① 医療的ケア児の受入れ

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 － － － －

9
　転入や産後などで地域等から孤立する可

能性のある家庭を訪問し、育児不安の解消

等に一定の成果を上げている。子育て支援

に重要な取組の一つであり、今後において

も定期的に養成講座、フォローアップ研

修、運営委員会を開催して組織の充実を図

り、子育て世代を応援していくよう努めな

ければならない。

A.現状のまま継

続

実績値 9 － － － －

－

回

目標値 9 9 9 9

－ － －

7 家庭訪問型子育て支援事業委託事業

子

育

て

支

援

課

地域等から孤立する可能性のある家庭に訪

問し、悩みを聞いたり、共に行動すること

で徐々に地域や他の親との交流を促す。

ホームビジター養成講座(全9回)を開催する

とともに、傾聴や協働等の活動を行った。

《新ビジター4人、訪問件数8件(訪問回数

69回)》

①
家庭訪問型子育て支援事業ボ

ランティア養成講座の開催

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 100% － － －

6000 　新型コロナの影響により閉鎖した時期も

あり利用人数が減少しているが、子育て中

の親子に、子育て相談、子育て情報の提

供、親子の交流を図る場を提供して、一定

の成果を上げている。

　今後においても専門的職員を置く子育て

支援の拠点として、子育て相談や地域の親

子の交流の場等の提供に努めなければなら

ない。

A.現状のまま継

続

実績値 5125 － － － －

－

人

目標値 6000 6000 6000 6000

－ － －

6 地域子育て支援センター委託事業

子

育

て

支

援

課

直営の支援センターを2か所設置するとと

もに、4か所に支援センター事業を委託

し、子育て中の親の孤独感や不安感、負担

の増大等に対応することで、地域の子育て

中の親子の交流促進や育児相談等を行う。

市内4か所に支援センター事業を委託し、

子育てに関する相談や親子の交流の場の提

供等を行った。

① 利用人数

％ 達成率 85% － － －



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

所管課の所見 今後の方針
達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

小・中一貫教育校の設置数（累積） ７校 １校

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位

地域子育て支援センター実施箇所数

及び利用人数（累積）

６か所

１５，０００人

６か所

８，８６７人

よろしく会員の利用人数（累積） １００人 ７５人

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本的方向②ー2「結婚・妊娠・出産・子育て・教育環境の充実」 具体的な取組

　●市内の独身者の結婚促進・婚活サポーターの育成

　●出会いサポートサンター「ＯＩＴＡえんむす部」や他市町村との広域的な連携

　●地域子育て支援拠点事業等の子育て支援サービスの充実

　●子育て支援情報の提供、相談・助言の体制整備　●放課後児童クラブ・児童館の充実

　●子どもの貧困対策の推進　●多様な保育サービスの充実　●小中一貫教育校設置の推進

　●キャリア教育の推進　●コミュニティ・スクールの充実　●郷土学の推進

　●安全で快適な学校（幼稚園）施設・設備の充実　●経済的・地理的条件が不利な子どもに対する支援

　●大分県立三重総合高等学校への支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

５年後婚姻数推計値 １０５組 ９３組

内部評価

資料７

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

5
　家庭において児童の養育が一時的に困難

となったときに、施設で養育・保護を行っ

たことで、児童の福祉の向上に一定の成果

を上げている。

　今後においては、利用件数が増えてきて

おり、子育て中の家庭にとって必要な事業

であることから、実施施設の開拓に努める

必要がある。

B.見直しの上で

継続-2　手段等

の改善

実績値 5 － － － －

－

人

目標値 5 5 5 5

－ － －

15 子育て短期支援事業

子

育

て

支

援

課

保護者の疾病その他の理由により家庭にお

いて子どもを養育することが一時的に困難

となった場合等に、児童養護施設等におい

て一定期間、養育・保護を行うことによ

り、これらの子ども及びその家庭の福祉の

向上を図る。

保護者が出産、就労等の理由により家庭に

おいて児童を養育することが一時的に困難

になった場合、実施施設において保護をお

こなった。3施設と委託契約し、利用の際

は事前に見学、利用の申請の受付、可否決

定、通知、実施施設へ委託、経費の支払を

行った。

① 利用児童数

120 120 120

実績値 128 － － － －
② 産後うつ検討数

人

目標値 120 120

％ 達成率 107% －

％ 達成率 100% － － －

100

　保健師らの全戸訪問で必要に応じて産後

ケアやホームスタート等各種支援に適切に

結びつけることができ、一定の成果を上げ

ている。育児不安軽減にもつながり、今後

においても必要な事業である。

A.現状のまま継

続

実績値 100 － － － －

－

％

目標値 100 100 100 100

－ － －

14 乳児家庭全戸訪問事業

子

育

て

支

援

課

すべての乳児のいる家庭を訪問し、子育て

の孤立化を防ぐために、その居宅において

様々な不安や悩みを聞き、子育て支援に関

する必要な情報提供を行うとともに支援が

必要な家庭に対しては適切なサービス提供

に結びつけることにより、地域の中で子ど

もが健やかに育成できる環境整備を図るこ

とを目的とする。

すべての乳児のいる家庭（122戸）を訪問

し支援を行った。ホームスタートなど子育

て支援に関する情報提供を行い、育児に関

する相談に応じ、心身の様子や養育環境の

把握を行い、必要に応じてケース対応会議

を開催し、サービスの提供につなげること

が出来た。

① 子育て情報の提供実施

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 100% － － －

92

　出産後間もない時期の養育者及び生活環

境等支援が必要な養育状態にある家庭につ

いて、必要な支援につなぐことができたこ

とで一定の成果を上げている。

　今後においては、支援の対象や訪問支援

者等の拡充・検討に努めなければならな

い。

B.見直しの上で

継続-1　拡充

実績値 92 － － － －

－

件

目標値 95 95 94 93

－ － －

13 家庭訪問型子育て支援事業委託事業

子

育

て

支

援

課

乳児家庭全戸訪問事業等により把握した保護者

の養育を支援することが特に必要と認められる

児童若しくは保護者に監護させることが不適当

であると認められた児童及びその保護者又は出

産後の養育について出産前において支援を行う

ことが特に必要と認められる妊婦に対し、その

養育が適切に行われるよう当該居宅において育

児家事の援助、養育に関する相談、指導、助言

その他必要な支援を行うことを目的とする。

（育児家事援助　43件）食事、衣類、生活

環境等、不適切な養育状態にある家庭に、

民間団体を活用して、育児家事援助等の支

援の提供を行った。（専門的相談支援　92

件）妊娠期からの継続的な支援を必要とす

る家庭に、助産師等による訪問支援を行っ

た。

① 家庭訪問

120 120 120

実績値 128 － － － －
② 産後うつ検討数

人

目標値 130 130

％ 達成率 98% －

％ 達成率 97% － － －

70
　助産師等専門職が妊娠期から子育て期ま

での様々な相談に応じ、サービスの情報提

供や支援プランの策定等を行ったことによ

り、配慮が必要な家庭への支援に一定の成

果を上げている。

　今後についても、引き続き円滑で効果的

に事業が行えるように努めていかなければ

ならない。

A.現状のまま継

続

実績値 111 － － － －

－

人

目標値 50 40 40 40

－ － －

12 利用者支援事業（母子保健型）

子

育

て

支

援

課

母子保健に関する相談に対応するため母子

保健型を設置し、妊娠期から子育て期にわ

たるまでの様々なニーズに対して総合的相

談支援を提供する。保健師、助産師、臨床

心理士等の専門職が、すべての妊産婦等の

状況を継続的に把握し、必要に応じて関係

機関と協力して支援プランを作成すること

により、妊産婦等に対しきめ細やかな支援

を実施する。

・妊娠期から子育て期にわたるまでの母子

保健や育児に関する相談に対応した。・支

援を必要とする者が利用できるサービスを

選定し、情報提供した。・支援を必要とす

る妊産婦を早期に把握し、関係機関と協力

して支援プランを作成した。配慮が必要な

子育て家庭への支援をした。母子手帳の交

付数（118人）

① 育児指導数

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 222% － － －

70

　臨床心理士による育児支援、発達障害の

早期発見及び支援、相談により必要な支援

につなぐことができ、一定の成果を上げて

いる。

　今後においても、個々の子どもへのきめ

細やかな支援に努めていかなければならな

い。

A.現状のまま継

続

実績値 69 － － － －

－

％

目標値 70 70 70 70

－ － －

11 幼児精密健診事業

子

育

て

支

援

課

幼児精密健診を実施し、育児支援・発達障

害の早期発見、支援・相談を行い、子ども

の成長発達に関する親の理解を深め、一貫

した支援体制につなげる。

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

9月と1月の相談会は中止としたが、11月に

臨時の相談会を開催し、年度内に計９回の

相談会を実施した。Ｒ３の幼児健診で要精

密と判断され医療機関につながっていない

26名のうち18名が幼児健診フオローとして

発達相談を利用した。

① 幼児健診フオロー数

％ 達成率 99% － － －



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

所管課の所見 今後の方針
達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

小・中一貫教育校の設置数（累積） ７校 １校

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位

地域子育て支援センター実施箇所数

及び利用人数（累積）

６か所

１５，０００人

６か所

８，８６７人

よろしく会員の利用人数（累積） １００人 ７５人

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本的方向②ー2「結婚・妊娠・出産・子育て・教育環境の充実」 具体的な取組

　●市内の独身者の結婚促進・婚活サポーターの育成

　●出会いサポートサンター「ＯＩＴＡえんむす部」や他市町村との広域的な連携

　●地域子育て支援拠点事業等の子育て支援サービスの充実

　●子育て支援情報の提供、相談・助言の体制整備　●放課後児童クラブ・児童館の充実

　●子どもの貧困対策の推進　●多様な保育サービスの充実　●小中一貫教育校設置の推進

　●キャリア教育の推進　●コミュニティ・スクールの充実　●郷土学の推進

　●安全で快適な学校（幼稚園）施設・設備の充実　●経済的・地理的条件が不利な子どもに対する支援

　●大分県立三重総合高等学校への支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

５年後婚姻数推計値 １０５組 ９３組

内部評価

資料７

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

500

　保護者が労働等で昼間家庭にいない小学

生に対し、放課後や長期休みに適切な遊び

や生活の場を与えることができたことで、

一定の成果を上げている。

　今後においては、高まる需要に対し支援

員や補助員の確保について努めていかなけ

ればならない。

A.現状のまま継

続

実績値 634 － － － －

－

人

目標値 550 550 550 500

－ － －

20 放課後児童健全育成事業

子

育

て

支

援

課

保護者が労働等により、昼間家庭にいない

小学生に対し、放課後や長期休みに適切な

遊びや生活の場を与え、健全な育成を図

る。

13か所の放課後児童クラブで634人の登録

児童を受入れを行った。

① 登録人児童数

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 115% － － －

30
　令和3年度は新型コロナの影響により希望ど

おりの箇所数とならなかったが、支援を担当す

る職員や児童の保護者に対し、障がいや特性の

早期把握、早期対応のための助言等の支援を行

い一定の成果を上げている。

　今後においても作業療法士による巡回派遣を

継続して行い、担当職員や保護者に対し、必要

な助言や支援を行っていかなければならない。

A.現状のまま継

続

実績値 25 － － － －

－

人

目標値 30 30 30 30

－ － －

19 放課後児童クラブ巡回派遣事業委託事業

子

育

て

支

援

課

放課後児童クラブへの作業療法士による巡

回派遣を実施し、支援を担当する職員や児

童の保護者に対し、障がいや特性の早期把

握、早期対応のための助言等の支援を行

う。

6クラブに対し巡回派遣を行い、1クラブ当

たり平均25人の児童が参加した。

① 参加児童数

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 83% － － －

700,000

　保護者負担金の一部を助成することに

よって利用促進を図り、児童の健全育成の

支援に一定の成果を上げている。要綱改正

を行い、より利用しやすい制度となったこ

とから、今後においては申請数が増えるこ

とが予想され、児童の健全育成に努めなけ

ればならない。

A.現状のまま継

続

実績値 667,478 － － － －

－

円

目標値 700,000 700,000 700,000 700,000

－ － －

18 保護者負担金減免事業補助事業

子

育

て

支

援

課

放課後児童クラブを利用する児童の保護者

の経済的負担を軽減するため、保護者負担

金の一部を助成することにより円滑な放課

後児童クラブの利用促進を図り、児童の健

全育成を支援する。

37人の対象児童に667,478円の保護者負担

金の減免を行った。

① 減免額

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 95% － － －

12

　児童福祉法第25条に基づき設置してお

り、関係機関と連携し、一定の成果を上げ

ている。取扱案件が複雑化及び増加傾向に

あり、今後においては、専門的な人員体制

により組織を更に強化し、関係機関との連

携及び支援や見守りが必要である。

B.見直しの上で

継続-1　拡充

実績値 12 － － － －

－

回

目標値 12 12 12 12

－ － －

17 要保護児童対策事業

子

育

て

支

援

課

児童福祉法に基づき要保護児童対策地域協

議会を設置し、機能強化を図るため、家庭

相談員を配置し専門性を強化し相談業務の

実施及び児童虐待の予防、対策を行う。

要保護児童対策地域協議会の代表者会議、

実務者会議、児相連絡会、ケース会議を行

い情報交換、支援方針の見直し等を行っ

た。支援の実施状況の進行管理と関係機関

との連絡調整を行った。

① 実務者会議の開催

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 100% － － －

28

　子どもの実情の把握、関係機関への情報

提供、相談対応等行い、一定の成果を上げ

ている。

　今後においては、複雑で増加傾向にある

ケースに対して相談や支援などの対応に専

門性が求められており、効果的・計画的な

人材育成に努めなければならない。

B.見直しの上で

継続-1　拡充

実績値 28 － － － －

－

回

目標値 28 28 28 28

－ － －

16 子ども家庭総合支援拠点事業

子

育

て

支

援

課

すべての子どもの権利を擁護し、子どもと

その家庭及び妊産婦を対象に、実情の把

握、子ども等に関する相談全般から通所・

在宅支援を中心としたより専門的な相談対

応や必要な調査、訪問等による継続的な

ソーシャルワーク業務を行うため、子ども

家庭総合支援拠点を設置する。

子どもの実情の把握、関係機関への情報の

提供、相談等の対応、関係機関との総合調

整を行った。児童記録表の作成、特定妊婦

等への支援業務を行った。

① 個別支援会議の開催

％ 達成率 100% － － －



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

所管課の所見 今後の方針
達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

小・中一貫教育校の設置数（累積） ７校 １校

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位

地域子育て支援センター実施箇所数

及び利用人数（累積）

６か所

１５，０００人

６か所

８，８６７人

よろしく会員の利用人数（累積） １００人 ７５人

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本的方向②ー2「結婚・妊娠・出産・子育て・教育環境の充実」 具体的な取組

　●市内の独身者の結婚促進・婚活サポーターの育成

　●出会いサポートサンター「ＯＩＴＡえんむす部」や他市町村との広域的な連携

　●地域子育て支援拠点事業等の子育て支援サービスの充実

　●子育て支援情報の提供、相談・助言の体制整備　●放課後児童クラブ・児童館の充実

　●子どもの貧困対策の推進　●多様な保育サービスの充実　●小中一貫教育校設置の推進

　●キャリア教育の推進　●コミュニティ・スクールの充実　●郷土学の推進

　●安全で快適な学校（幼稚園）施設・設備の充実　●経済的・地理的条件が不利な子どもに対する支援

　●大分県立三重総合高等学校への支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

５年後婚姻数推計値 １０５組 ９３組

内部評価

資料７

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

450

　急な残業等で通常の保育時間を延長して

行う保育であり、保護者の仕事等社会的活

動と子育ての両立の支援に、一定の成果を

上げている。コロナ感染が収束に向かうに

つれて増加していくと予想しており、今後

においても必要な事業である。

A.現状のまま継

続

実績値 353 － － － －

－

人

目標値 450 450 450 450

－ － －

25 延長保育事業

子

育

て

支

援

課

就労形態の多様化に伴い、開所時間を超え

て在籍園児を保育する。

10か所の私立保育所等で延べ353人の園児

に延長保育を行った。

① 利用人数

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 78% － － －

10

　障がい児が集団生活を通じて心身の健全

な発達を促すためにも必要な事業であり、

一定の成果を上げている。同年代の児童に

おいても優しさ思いやりを育んでいくな

ど、今後においても必要な事業である。

A.現状のまま継

続

実績値 17 － － － －

－

人

目標値 10 10 10 10

－ － －

24 特別支援保育事業

子

育

て

支

援

課

保育を必要とする児童のうち、心身に障が

いを有する者の保育所における受入れを促

進し､健常児と同程度の保育を実施すること

で、障がい児の健全な発達を図る。

8か所の保育所等が障がい児を受け入れる

ために職員を加配し17人の園児を保育し

た。

① 受入人数

100 100 100

実績値 91.2 － － － －
②

「子ども一人一人を理解し、

大切に保育している」と回答

した割合

%

目標値 100 100

％ 達成率 91% －

％ 達成率 170% － － －

100
　市内唯一の公立保育園として、関係機関

と連携を取り合い、個々の発達状況・特性

にあった保育・教育を実施し、一定の成果

を上げている。

　今後においても、職員のスキルアップを

図り、保護者のニーズに応えながら、地域

とともに豊かな人間性をもった園児の育成

に努めていかなければならない。

A.現状のまま継

続

実績値 96.5 － － － －

－

%

目標値 100 100 100 100

－ － －

23 公立教育・保育施設管理運営事業

子

育

て

支

援

課

幼児期の教育・保育は人格形成の基盤と生

涯にわたる学習の基礎を培う極めて重要な

ものであり、子どもたちへの質の高い教

育・保育の実施に努めます。また、保護者

や地域の子育て力の向上を支援するため、

保育サービスの拡充を図ります。

園児一人ひとりの発達状況に応じた保育・

教育を実施した。また保護者や地域のニー

ズに応え、一時保育、延長保育、病後児保

育事業を実施した。さらに、職員はスキル

アップのための研修に参加した。

①
「安心して子どもを預けるこ

とができる」と回答した割合

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 97% － － －

4,000 　見守りの必要な子どもの居宅を訪問し、継続

的な関わりが必要な家庭に対し食事提供を行う

など生活状況の把握をすることができた。更に

必要な家庭には家事援助等の支援結ぶことがで

きたことで一定の成果を上げている。

　今後についても継続して支援を行い、ヤング

ケアラーの家庭に対しても、この事業を支援策

として多機能的支援につなげていかなければな

らない。

B.見直しの上で

継続-2　手段等

の改善

実績値 3,351 － － － －

－

食

目標値 3,500 4,000 4,000 4,000

－ － －

22 支援対象児童等見守り強化事業

子

育

て

支

援

課

新型コロナウイルス感染症の影響により、

子どもの見守り機会が減少し、児童虐待の

リスクが高まる恐れがあることを踏まえ、

支援ニーズの高い子ども等を見守り、必要

な支援につなげることができる体制の強化

を推進するため、子どもの居宅を訪問する

などし、食事の提供等を通じた子どもの見

守り体制を強化する。

子ども食堂と連携して、週２回の食事の提

供を行い、子どもの状況把握を行った。年

間99日、1日コロナのため臨時に中止にし

た。要対協の構成メンバーにいれた子ども

食堂と相互連携し、毎月情報共有をし、地

域における子どもの見守り体制の強化を支

援した。

①
子どもの見守りのための食事

の提供

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 96% － － －

11,500

　児童福祉法に規定する児童厚生施設であ

る。児童や乳幼児及びその保護者相互の交

流の場であり、児童の健全育成に必要な活

動で一定の成果を上げている。

　今後は、利用者が非常に少ない児童館に

ついて、将来に向けてのあり方を検討する

必要がある。

A.現状のまま継

続

実績値 11,450 － － － －

－

人

目標値 11,500 11,500 11,500 11,500

－ － －

21 児童館運営事業

子

育

て

支

援

課

児童、乳幼児及びその保護者相互の交流の

場をつくり、母親クラブ等の地域組織活動

の育成を図る。

5か所の児童館で延べ11,450人に対し、児

童等の遊びの場や親子の交流の場を提供し

た。

① 児童館利用人数

％ 達成率 99.6% － － －



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

所管課の所見 今後の方針
達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

小・中一貫教育校の設置数（累積） ７校 １校

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位

地域子育て支援センター実施箇所数

及び利用人数（累積）

６か所

１５，０００人

６か所

８，８６７人

よろしく会員の利用人数（累積） １００人 ７５人

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本的方向②ー2「結婚・妊娠・出産・子育て・教育環境の充実」 具体的な取組

　●市内の独身者の結婚促進・婚活サポーターの育成

　●出会いサポートサンター「ＯＩＴＡえんむす部」や他市町村との広域的な連携

　●地域子育て支援拠点事業等の子育て支援サービスの充実

　●子育て支援情報の提供、相談・助言の体制整備　●放課後児童クラブ・児童館の充実

　●子どもの貧困対策の推進　●多様な保育サービスの充実　●小中一貫教育校設置の推進

　●キャリア教育の推進　●コミュニティ・スクールの充実　●郷土学の推進

　●安全で快適な学校（幼稚園）施設・設備の充実　●経済的・地理的条件が不利な子どもに対する支援

　●大分県立三重総合高等学校への支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

５年後婚姻数推計値 １０５組 ９３組

内部評価

資料７

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

60
豊後大野市｢郷土の先輩特別授業」は、豊後大

野市出身で活躍されている先輩を中学校に特別

講師として招聘し、講話（特別授業）を通し

て、市立小中学校児童・生徒が将来について考

えるきっかけづくりにするとともに、将来の夢

や希望を目指して取り組もうとする意欲的な態

度を醸成する事業については、実績から見て達

成できたと評価する。

B.見直しの上で

継続-2　手段等

の改善

実績値 67 － － － －

－

％

目標値 60 60 60 60

－ － －

30 郷土の先輩事業

学

校

教

育

課

豊後大野市｢郷土の先輩特別授業」は、豊後

大野市出身で活躍されている先輩を中学校

に特別講師として招聘し、講話（特別授

業）を通して、市立小中学校児童・生徒が

将来について考えるきっかけづくりにする

とともに、将来の夢や希望を目指して取り

組もうとする意欲的な態度を醸成する。

実施日・対象　　※７中学校：計４９１名

７月　６日(火)　清川中学校全校生徒、三

重中学校3年生

７月１２日(月)　大野中学校全校生徒、朝

地中学校全校生徒、緒方中学校全校生徒

７月１４日(水)　千歳中学校全校生徒、犬

飼中学校全校生徒

① 生徒の評価

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 112% － － －

7

会計年度任用職員として小中一貫コーディ

ネーターを採用し小中一貫校の設置を進め

ていく事業については、実績から見て達成

できたと評価する。

A.現状のまま継

続

実績値 1 － － － －

－

校

目標値 1 2 4 5

－ － －

29 小中一貫コーディネーター活用事業

学

校

教

育

課

会計年度任用職員として小中一貫コーディ

ネーターを採用し小中一貫校の設置を進め

ていく。

・豊後大野市の将来を担う児童生徒の育成

のため　小中一貫教育、郷土学を柱にした

教育改革を推進する。

・小中一貫教育を実施していくことで、地

域に学校を残し持続可能な地方の創造を図

る。

教職員はもとより保護者会での説明を２地

区、自治会説明を３地区で実施し、一貫校

への取り組みを啓発した。

その他にも郷土学に対しての学習資料の作

成や、校舎建築に対するアンケート、９年

間を見通した教育目標の作成等を実施し

コーディネーターとして活動した。

① 小中一貫校の設置

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 100% － － －

700

　令和3年10月から、広域化・ICT化を行っ

たことにより、県内全域でスマホから予約

しできるようになる等利便性があがり、一

定の成果を上げている。

　今後においても、保護者の仕事等社会的

活動と子育ての両立の応援に努めなければ

ならない。

A.現状のまま継

続

実績値 589 － － － －

－

人

目標値 700 700 700 700

－ － －

28 病後児保育事業委託事業

子

育

て

支

援

課

病気の回復期の児童を一時預かりすること

で、保育所等に入所している児童等の保護

者の仕事等社会的活動と子育て等の家庭生

活との両立を応援する。

3か所の病児保育施設に病気の回復期の児

童を一時預かりする事業を委託し、延べ

589人の利用があった。

① 利用人数

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 84% － － －

350 　保育所等を利用していない家庭におい

て、何らかの理由で子どもをみられないと

きに、日中一時的に保育所等が預かること

で子育て支援に一定の成果を上げている。

　今後においては、本事業に対する補助基

準が国基準を大幅に下回っているため人員

の確保に苦慮していることから、補助基準

の見直しについて検討していく必要があ

る。

B.見直しの上で

継続-1　拡充

実績値 174 － － － －

－

人

目標値 350 350 350 350

－ － －

27 一時保育事業

子

育

て

支

援

課

保育所等を利用していない家庭において、

一時的に家庭での保育が困難となった場合

に、児童を一時的に預かる。

6か所の私立保育所等で延べ174人の子ども

を一時保育を行った。

① 利用人数

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 50% － － －

3,800

　幼稚園機能部分で希望者を対象に、通常

の教育時間の前後や長期休業期間に教育活

動を行うことで、一定の成果を上げてい

る。感染が収束に向かうにつれて増加して

いくと予想しており、今後においても必要

な事業である。

A.現状のまま継

続

実績値 3,234 － － － －

－

人

目標値 4,000 4,000 3,900 3,900

－ － －

26 預かり保育事業

子

育

て

支

援

課

子ども・子育て支援事業を実施し、子ど

も・保護者の置かれている環境に応じ適切

な利用を促進する。

7か所の私立保育所等で延べ3,234人の子ど

もを預かり保育を行った。

① 利用人数

％ 達成率 81% － － －



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

所管課の所見 今後の方針
達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

小・中一貫教育校の設置数（累積） ７校 １校

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位

地域子育て支援センター実施箇所数

及び利用人数（累積）

６か所

１５，０００人

６か所

８，８６７人

よろしく会員の利用人数（累積） １００人 ７５人

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本的方向②ー2「結婚・妊娠・出産・子育て・教育環境の充実」 具体的な取組

　●市内の独身者の結婚促進・婚活サポーターの育成

　●出会いサポートサンター「ＯＩＴＡえんむす部」や他市町村との広域的な連携

　●地域子育て支援拠点事業等の子育て支援サービスの充実

　●子育て支援情報の提供、相談・助言の体制整備　●放課後児童クラブ・児童館の充実

　●子どもの貧困対策の推進　●多様な保育サービスの充実　●小中一貫教育校設置の推進

　●キャリア教育の推進　●コミュニティ・スクールの充実　●郷土学の推進

　●安全で快適な学校（幼稚園）施設・設備の充実　●経済的・地理的条件が不利な子どもに対する支援

　●大分県立三重総合高等学校への支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

５年後婚姻数推計値 １０５組 ９３組

内部評価

資料７

100 100 100

実績値 100 － － － －
②

高速大容量の通信ネットワー

クの整備

％

目標値 100 100

％ 達成率 100% －

85
ＧＩＧＡスクール構想をはじめとした各種補助事業

を有効活用し、学校のＩＣＴ環境の整備･充実を図

り、情報化社会に適切に対応していくことのできる

児童生徒の情報活用能力を育成する情報教育の充実

を図る。

また、課題の発見と解決に向けた主体的かつ協働的

な学びを充実するとともに、児童生徒の情報活用能

力を育成するために、ICTを活用した教育を推進事業

については実績から見て達成できたと評価する。

※令和４年度より、振興事業等で分離しているICTの

予算として統合

B.見直しの上で

継続-1　拡充

実績値 79.1 － － － －

－

％

目標値 80 82 83 84

－ － －

35 小中学校ＩＣＴ環境整備事業

学

校

教

育

課

ＧＩＧＡスクール構想をはじめとした各種

補助事業を有効活用し、学校のＩＣＴ環境

の整備･充実を図り、情報化社会に適切に対

応していくことのできる児童生徒の情報活

用能力を育成する情報教育の充実を図る。

また、課題の発見と解決に向けた主体的か

つ協働的な学びを充実するとともに、児童

生徒の情報活用能力を育成するために、

ICTを活用した教育を推進する。

 GIGAスクール構想に基づき、市内の小中学校

に対して、ICT教育に必要な授業支援や端末の

整備及びICT機器の維持管理を実施した。

・修繕費（タブレット修繕等）・学校教育ＩＣ

Ｔ支援員業務委託料（1名：月16日勤務）指導

者向けに端末を活用した授業支援や各種アプリ

の使用に関する研修を56回実施・ソフトウェア

導入作業委託料・フィルタリングソフトの導入

・庁用器具費　教職員に対してタブレット端末

等整備を実施　合計購入数237台

①
ICT機器を使って授業ができ

る教職員の割合

103 100 100

実績値 119 － － － －
② 講座・学校支援等実施件数

件

目標値 103 103

％ 達成率 116% －

％ 達成率 99% － － －

1,000 新型コロナウイルス蔓延防止対策のため、

一部達成できなかった指標もあるが、新資

料館開館に伴う入館者の増加、小中学校の

見学による入館者数の増加があり、資料館

運営事業は大きな成果があったといえる。

今後、入館者の減少は想定されることであ

るので、企画展示やＰＲ活動などを行い、

今までに収集した歴史資料･情報を市民に還

元することが求められる。

A.現状のまま継

続

実績値 12,404 － － － －

－

人

目標値 1,000 1,000 1,000 1,000

－ － －

34 資料館運営事業

社

会

教

育

課

資料館を基本施設として、各公民館等と共

に市民等へ文化財に接する機会や情報を提

供し、文化意識の高揚を図る

歴史的に重要な資料（古文書、古写真）の

収集・公開・調査や、展示公開を行った。

またジオパークの拠点施設としての学校教

育でのふるさと学習の支援や、市民の生涯

学習の拠点施設としての学習などを行っ

た。

① 資料館入館者数

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 1240% － － －

100

豊後大野市教育委員会から地域全体に情報

の発信や研修、学校生活の生徒に対する調

査等を行うことにより、管内の小中学校の

教育力の向上を目指ことを目的として実施

する事業については、実績から見て達成で

きたと評価する。

A.現状のまま継

続

実績値 100 － － － －

－

％

目標値 100 100 100 100

－ － －

33 学校教育力向上対策事業

学

校

教

育

課

豊後大野市教育委員会から地域全体に情報

の発信や研修、学校生活の生徒に対する調

査等を行うことにより、管内の小中学校の

教育力の向上を目指ことを目的として実施

する事業

学校教育基本方針として、「主体的な自己実

現」のできる子どもの育成（ヘプタゴン教育）

を推進しています。

その中で「確かな学力の育成」を掲げ、「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改

善を行っています。

調査の結果をもとに研修を深め、教職員の力量

向上を行うとともに、ポスター作成など、子ど

もたちや保護者に対して、広報活動を行ってい

ます。

① 学力の分析の実施率

－ － －

実績値 － － － － －
② －

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 100% － － －

100

平成25年度より開始した事業で、郷土学、

小中一貫教育、学力向上、英語教育などを

テーマとした取組を各学校が推進する事業

については達成できたと評価する。

B.見直しの上で

継続-2　手段等

の改善

実績値 100 － － － －

－

％

目標値 100 100 100 100

－ － －

32 特色ある学校づくり推進事業

学

校

教

育

課

平成25年度より開始した事業で、郷土学、小中

一貫教育、学力向上、英語教育などをテーマと

した取組を各学校が推進している。

・学校を地域コミュニティの核として、地域一

体で小中一貫教育校の設置を進め、連結型小中

一貫教育で培った「ふるさとを愛する子ども」

に「将来もこのまちに住みたい」という心情を

育み、「持続可能なまちづくり」につなげてい

くことを目指していく。

(各小中学校に対する補助事業)

各学校において、特色を作るため。それぞれの形で、取

り組みを行った。

郷土学については、コミュニティ・スクールをはじめと

する地域の方々などの協力の下、ジオパークと関連付け

たジオ学習や地域の伝統文化、地域の特色などについて

学習し、また、農業体験や、地域に花を植え交流を行い

推進した。小中一貫教育では、小学校と中学校が共通の

学校教育目標を設定し、義務教育９年間の指導の一貫性

を確保した。

なお、結果については、コロナ禍で実施できなかったシ

ンポジウムを動画開催とし、ICT機器を利用した取り組

みも展開した。

① 補助事業実施率

95 97.5 100

実績値 89.3 － － － －
②

中学校の授業や行事をキャリ

アの視点で見直しをしたか

％

目標値 90 92.5

％ 達成率 99% －

％ 達成率 100% － － －

100
児童生徒が、将来自分らしい生き方を実現

するため、職業講話による仕事に対する理

解を深めるとともに、｢匠のWAZA｣｢ジオ学

習｣｢社会見学｣等、体験的な｢郷土学｣の実

施によって将来的を考える機会とし、さら

に、豊後大野市を愛する郷土愛を育成する

事業については、実績から見て達成できた

と評価する。

A.現状のまま継

続

実績値 90.9 － － － －

－

％

目標値 90 92.5 95 97.5

－ － －

31 キャリア教育推進事業

学

校

教

育

課

児童生徒が、将来自分らしい生き方を実現

するため、職業講話による仕事に対する理

解を深めるとともに、｢匠のWAZA｣｢ジオ学

習｣｢社会見学｣等、体験的な｢郷土学｣の実

施によって将来的を考える機会とし、さら

に、豊後大野市を愛する郷土愛を育成す

る。

小中学校におけるキャリア教育の推進

○小中学校｢職業講話｣実施

・小学校高学年｢職業講話｣講師派遣/講師派遣：1校1人実施

・中学校１年生｢職業講話｣講師派遣/講師派遣：2校8人実施

○小学校｢匠のWAZA｣体験学習実施

講師派遣：5校15人の実施 対象児童･生徒については5校93

人

○中学校｢職場体験学習｣推進 5校で実施。

○小中学校の｢郷土学｣の推進 18小中学校全てで実施

※コロナ禍により、３割程度の事業が実施ができなかっ

た。

①
小学校の授業や行事をキャリ

アの視点で見直しをしたか

％ 達成率 101% － － －



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

所管課の所見 今後の方針
達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

小・中一貫教育校の設置数（累積） ７校 １校

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位

地域子育て支援センター実施箇所数

及び利用人数（累積）

６か所

１５，０００人

６か所

８，８６７人

よろしく会員の利用人数（累積） １００人 ７５人

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本的方向②ー2「結婚・妊娠・出産・子育て・教育環境の充実」 具体的な取組

　●市内の独身者の結婚促進・婚活サポーターの育成

　●出会いサポートサンター「ＯＩＴＡえんむす部」や他市町村との広域的な連携

　●地域子育て支援拠点事業等の子育て支援サービスの充実

　●子育て支援情報の提供、相談・助言の体制整備　●放課後児童クラブ・児童館の充実

　●子どもの貧困対策の推進　●多様な保育サービスの充実　●小中一貫教育校設置の推進

　●キャリア教育の推進　●コミュニティ・スクールの充実　●郷土学の推進

　●安全で快適な学校（幼稚園）施設・設備の充実　●経済的・地理的条件が不利な子どもに対する支援

　●大分県立三重総合高等学校への支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

５年後婚姻数推計値 １０５組 ９３組

内部評価

資料７

－ － －

実績値 － － － － －
②

目標値 － －

％ 達成率 － －

－

子どもが成長する過程において、等しく勉

学に励むことができる環境づくりを進める

ことが必要であり、教育格差の解消に向

け、家庭環境などにより就学が困難な児童

生徒を対象とした支援を行う事業について

は、実績から見て達成できたと評価する。

A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

－

目標値 － － － －

－ － －

40 要保護児童生徒援助事業

学

校

教

育

課

子どもが成長する過程において、等しく勉

学に励むことができる環境づくりを進める

ことが必要であり、教育格差の解消に向

け、家庭環境などにより就学が困難な児童

生徒を対象とした支援を行う。

※対象：生活保護受給世帯

生活保護法第6条第2項に規定する生活保護

世帯に対し就学に必要な修学旅行費・医療

費(歯科)の援助を実施した

①

－ － －

実績値 － － － － －
②

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 － － － －

－

特別支援学級に就学する児童生徒の保護者

の経済的負担を軽減するため、特別支援学

級の児童生徒を対象とした支援を行う事業

については、実績から見て達成できたと評

価する。

A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

－

目標値 － － － －

－ － －

39 特別支援教育就学奨励事業

学

校

教

育

課

特別支援学級に就学する児童生徒の保護者

の経済的負担を軽減するため、特別支援学

級の児童生徒を対象とした支援を行う。

市町村が特別支援学級に就学する児童生徒

の保護者の経済的負担を軽減するため、そ

の負担能力の程度に応じ、特別支援学級へ

の就学のため必要な学用品や修学旅行費、

給食費の援助を実施した。

①

－ － －

実績値 － － － － －
②

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 － － － －

－

子どもが成長する過程において、等しく勉

学に励むことができる環境づくりを進める

ことが必要であり、教育格差の解消に向

け、家庭環境などにより就学が困難な児童

生徒を対象とした支援を行う事業について

は、実績から見て達成できたと評価する。

A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

－

目標値 － － － －

－ － －

38 就学援助事業

学

校

教

育

課

子どもが成長する過程において、等しく勉

学に励むことができる環境づくりを進める

ことが必要であり、教育格差の解消に向

け、家庭環境などにより就学が困難な児童

生徒を対象とした支援を行う。

※対象：生活保護世帯に準ずる世帯

豊後大野市学校児童生徒就学援助規則第4

条及び第5条に基づき、豊後大野市立小中

学校に在学する児童生徒の保護者で生活保

護世帯に準ずる程度に困窮している世帯等

の保護者に対して、就学に必要な費用の補

助を実施した。

①

－ － －

実績値 － － － － －
②

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 － － － －

－

遠距離通学児童生徒の通学手段の確保、遠

距離通学による保護者負担の軽減を図るに

ついては、実績から見て達成できたと評価

する。

A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

－

目標値 － － － －

－ － －

37 スクールバス運行管理事業

学

校

教

育

課

遠距離通学児童生徒の通学手段の確保、遠

距離通学による保護者負担の軽減を図る。

スクールバス（コミュニティバス）及び送迎タ

クシーの運行を実施。※該当者への周知を徹底

した

○スクールバス運行管理事業…スクールバスま

たは送迎タクシーの運行による通学手段の確保

をした。＜対象者：遠距離通学児童・生徒158

人／運行路線：21路線＞

スクールバス運行委託料【19路線】送迎タク

シー運行委託料【3路線】臨時送迎タクシー借

上料【随時】

①

－ － －

実績値 － － － － －
②

目標値 － －

％ 達成率 － －

％ 達成率 － － － －

－

遠距離通学児童生徒の通学手段の確保、遠

距離通学による保護者負担の軽減を図るに

ついては、実績から見て達成できたと評価

する。

A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

－

目標値 － － － －

－ － －

36 遠距離通学事業

学

校

教

育

課

遠距離通学児童生徒の通学手段の確保、遠

距離通学による保護者負担の軽減を図る。

遠距離通学児童生徒の通学手段の確保、遠

距離通学による保護者負担の軽減を図るた

め、定期券の補助及び自転車購入費等の一

部補助を行った。

定期券補助　４５名

自転車補助　　３名

徒歩等補助　　９名

該当者への周知を徹底した

①

％ 達成率 － － － －



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

所管課の所見 今後の方針
達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

小・中一貫教育校の設置数（累積） ７校 １校

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位

地域子育て支援センター実施箇所数

及び利用人数（累積）

６か所

１５，０００人

６か所

８，８６７人

よろしく会員の利用人数（累積） １００人 ７５人

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略

基本的方向②ー2「結婚・妊娠・出産・子育て・教育環境の充実」 具体的な取組

　●市内の独身者の結婚促進・婚活サポーターの育成

　●出会いサポートサンター「ＯＩＴＡえんむす部」や他市町村との広域的な連携

　●地域子育て支援拠点事業等の子育て支援サービスの充実

　●子育て支援情報の提供、相談・助言の体制整備　●放課後児童クラブ・児童館の充実

　●子どもの貧困対策の推進　●多様な保育サービスの充実　●小中一貫教育校設置の推進

　●キャリア教育の推進　●コミュニティ・スクールの充実　●郷土学の推進

　●安全で快適な学校（幼稚園）施設・設備の充実　●経済的・地理的条件が不利な子どもに対する支援

　●大分県立三重総合高等学校への支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

５年後婚姻数推計値 １０５組 ９３組

内部評価

資料７

②

目標値 － －

％ 達成率 － －

－

本市唯一の高等学校である三重総合高校を

存続させるために支援を行うについては、

新型コロナウイルス感染症の関係により実

施できない事業が多く補助金支給額は少な

くなったが、市内からの進学率は微増して

おり概ね達成できたと評価する。

A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

－

目標値 － － － －

－ － －

－ － －

実績値 － － － － －

41 三重総合高校の明日を拓く会補助事業

学

校

教

育

課

本市唯一の高等学校である三重総合高校を

存続させるために支援を行う

・三重総合高校の視察実施

・「三重総合高校の明日を拓く会」への支

援

・三重総合高校と市内小中学校との交流

①

％ 達成率 － － － －



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

基本的方向②ー3「高齢者の活躍推進」 具体的な取組

　●介護サービスのより身近で細やかなサービス提供体制の構築

　●元気高齢者及び要支援高齢者の自立支援

　●ＩＣＴを活用した介護予防システムの導入と推進

　●コミュニティカフェや認知症カフェ等の「通いの場」の活動支援

　●高齢者の保健事業と介護予防事業の一体的な実施

　●マイナンバーを活用した医療保険情報と介護保険データベースの連結利用

　●高齢者の有償ボランティアや就労の推進　●生涯現役生産者への支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

健康寿命
男性　８０．５１歳

女性　８５．１０歳

男性　７９．６２歳

女性　８４．１１歳

Ｒ７
内部評価

所管課の所見 今後の方針

1 認知症高齢者個人賠償責任保険事業

高

齢

者

福

祉

課

認知症高齢者を市が加入する損害賠償責任

保険の保険対象者とすることで、安心した

在宅生活を送れるようにすること。

令和4年3月末の登録者は78名で、前年度よ

り６名の増加。年度内の異動内訳は新規加

入12名、廃止６名である。

①

単位 達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標

－

目標値 － － －

％ 達成率 － －

－ －

　認知症高齢者と介護家族の方が安心した

在宅生活を送れために必要な事業であり、

加入者も増えている状況から順調に事業が

行われている。

A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

－ －

実績値 － － － － －

－ － －

目標値 － － －

－

2 高齢者世帯リフォーム支援事業

高

齢

者

福

祉

課

高齢者の暮らしの安全確保のためバリアフ

リー改修工事等行った住宅の所有者に対

し、規定の補助金を交付する。

高齢者のために行う浴室改修工事(1件)に対

し、補助金を交付した。

① －

目標値

％ 達成率 － － － －

② －

％ 達成率 － － －

－

－ A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

－

－ －

－ － － － －

　高齢者のために行う浴室改修工事(1件)に

対し、補助金を交付した。暮らしの安全確

保や住環境の向上を図るため、今後も事業

の継続が必要であるが、事業の周知等が必

要である。今後も広報及びパンフレットを

窓口に設置することにより、利用者の増加

に努めたい。

－

－

達成率 － － － － －

② －

目標値 － －

実績値 － －

％

－ －

－

％ 達成率 － －

－ －

　配食サービス事業者と契約し、食事の確

保が困難な高齢者に対し、バランスの取れ

た食事の提供と安否確認を行った。

　在宅で自立した生活を支援するため、今

後も事業の継続が必要である。

A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

－ －

実績値 － － － － －

－ － －

目標値 － － －

－

4 緊急通報装置設置事業

高

齢

者

福

祉

課

ひとり暮らし高齢者等に対して緊急通報装

置を通した見守りサービスを提供すること

により、急病・事故等の際における不安感

の緩和を図り、緊急時に迅速かつ適切な対

応を図る。

ひとり人暮らし高齢者等の世帯に緊急通報

装置を貸与することにより、高齢者の日常

生活における不安感を解消し、急病・災害

などの緊急時に迅速に対応した。実利用者

は109人、日常生活の相談は26件、緊急通

報は4件であった。

① －

目標値

％ 達成率 － － － －

② －

3 配食サービス事業

高

齢

者

福

祉

課

食事の確保が困難な高齢者に対し、バラン

スの取れた食事の提供と安否確認を行うこ

とで地域での生活を支援する。

配食サービス事業者と契約し、食事の確保

が困難な高齢者(実利用者239名)に対し、バ

ランスの取れた食事の提供と安否確認を

行った。

％ 達成率 －

① －

目標値 －

－

－ － － A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

－

－ －

－ － － － －

　ひとり人暮らし高齢者等の世帯に緊急通

報装置を貸与することにより、高齢者の日

常生活における不安感を解消し、急病・災

害などの緊急時に迅速に対応できた。
－

－

達成率 － － － － －

② －

目標値 － －

実績値 － －

％

－ －

－

％ 達成率 － －

－ －

　段差解消5件、便器取替1件、手すり取付

1件の改造工事補助が実施できた。

　今後も高齢者の自立を支援し、介護者の

負担の軽減を図り、高齢者等が自宅におい

て暮らしやすい生活ができるよう事業の周

知を図る。

A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

－ －

実績値 － － － － －

－ － －

目標値 － － －

－％ 達成率 － － － －

② －

5 在宅高齢者住宅改造助成事業

高

齢

者

福

祉

課

高齢者の自立を支援し、介護者の負担軽減

を図るために、居住する住宅を改造する必

要があると認められる高齢者に対し、改造

工事を行う場合に必要な費用の一部を助成

する。

段差解消5件、便器取替1件、手すり取付1

件の改造工事費用の一部を助成した。

① －

目標値 －

資料７



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

基本的方向②ー3「高齢者の活躍推進」 具体的な取組

　●介護サービスのより身近で細やかなサービス提供体制の構築

　●元気高齢者及び要支援高齢者の自立支援

　●ＩＣＴを活用した介護予防システムの導入と推進

　●コミュニティカフェや認知症カフェ等の「通いの場」の活動支援

　●高齢者の保健事業と介護予防事業の一体的な実施

　●マイナンバーを活用した医療保険情報と介護保険データベースの連結利用

　●高齢者の有償ボランティアや就労の推進　●生涯現役生産者への支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

健康寿命
男性　８０．５１歳

女性　８５．１０歳

男性　７９．６２歳

女性　８４．１１歳

Ｒ７
内部評価

所管課の所見 今後の方針
単位 達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標

資料７

6 はり、きゅう治療費助成事業

高

齢

者

福

祉

課

はり、きゅう、マッサージの施設を利用す

る者の経費を助成することにより、健康保

持と福祉増進に寄与する。

70歳以上高齢者数は、令和4年3月末現在で

12,233人であり、うち7.0%に当たる857人

が、はり・きゅう治療費助成金を利用し

た。利用者一人当たりの利用回数は、3.2回

(2,770回÷857人)であった。

① －

目標値

％ 達成率 －

83

－ － － A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

－

－ －

－ － － － －

　70歳以上高齢者の7.0%に当たる857人

が、はり・きゅう治療費助成金を利用した

ことから、高齢者の健康保持と福祉の向上

に寄与したと考えるが、健康保持、医療費

の抑制にも効果がある事業であるため、積

極的に広報をすることにより、年間利用者

数の増加に努める必要がある。

－

－

達成率 － － － － －

② －

目標値 － －

実績値 － －

％

－ －

83

％ 達成率 100% －

83 83 　住み慣れた地域で、高齢者の方がこころとからだの健

康を保つため、自立した生活を継続し、元気なころから

通う地域拠点とする居場所づくりとしてコミュニティカ

フェの充実を推進しているが、コロナ禍で7か所のカ

フェが休止と感染症対策を施しての実施を断続的に行う

など、充分な開催が行えない時期もあった。

　高齢者が安心して地域で済み続けるために必要な事業

であり、現在は安心して開催できるように感染症対策の

助言や指導などの支援を行い、全てのカフェが感染症対

策を施し再開し、地域の高齢者の居場所として機能して

いる。

A.現状のまま継

続

実績値 83.4 － － － －

－ －

実績値 － － － － －

－ － －

目標値 － － －

－

8 認知症カフェ運営事業委託事業

高

齢

者

福

祉

課

WHOによると、認知症予防（認知症の進行

を遅らせること）には他者との交流が有効

とされ、令和元年６月に閣議決定された

「認知症施策推進大綱」においても、認知

症カフェの普及が明記されている。

　本市においても認知症の予防や認知症の

方本人・家族の相談窓口とするため、認知

症カフェを設置する。

コロナ禍の影響で、長らく開催を見合わせ

ており、再開後も感染症対策として参加数

の調整でを行い、毎週水曜日の週1回の開

催、参加者は２班に分け、隔週で参加と制

限を設けて実施し、年間で参加者７９８人

とスタッフ７７９人の参加であった。

①
認知症カフェのスタッフ延べ

人数

人

目標値

％ 達成率 － － － －

② －

7 コミュニティーカフェ運営事業

高

齢

者

福

祉

課

住み慣れた地域で、高齢者の方がこころと

からだの健康を保つため、自立した生活を

継続し、元気なころから通う地域拠点とす

る居場所（コミュニティカフェ）の充実を

推進する。

地域住民が主体となって週一回の通いの場

が、介護予防や高齢者の支え合いを重視

し、継続して運営できるように行う。

コロナ禍で7か所のカフェが休止と感染症

対策を施しての実施を断続的に行った。

再開時に安心して開催できるように感染症

対策の助言や指導などの支援を行った。

％ 達成率 87%

①
介護認定新規申請者の平均年

齢

歳

目標値 83

500

－ － － A.現状のまま継

続

実績値 779 － － － －

－

－ －

900 900 900 900 900
　住み慣れた地域で安心して暮らすために

認知症の方本人・家族の居場所相談窓口と

して重要な役割りを持っている事業である

が、コロナ禍で事業計画通りに認知症カ

フェを開催できないこともあったが、感染

症対策を施し開催することで、認知症の予

防や認知症の方本人・家族の相談窓口とし

ての機能を果たすことができた。

－

－

達成率 － － － － －

② －

目標値 － －

実績値 － －

％

－ －

530

％ 達成率 84% －

550 600

シルバー人材センターは、高齢者の能力の

活用・生きがいづくりの場として必要な組

織であり、引き続き補助を行う必要があ

る。

A.現状のまま継

続

実績値 421 － － － －

－ －

実績値 － － － － －

－ － －

目標値 － － －

－

10 生涯現役世代育成支援交付金事業

農

業

振

興

課

５６歳以上６５歳以下の新規就農者の就農

意欲の喚起と就農後の定着を図ることを目

的とする。

認定農業者連絡協議会、農業大学校への事

業説明を行い、制度の周知を行った。

① 営農継続者数
名

目標値

％ 達成率 － － － －

② －

9 豊肥地域シルバー人材センター補助事業

商

工

観

光

課

公益社団法人豊肥地域シルバー人材セン

ター（以下「シルバー人材センター」とい

う。）が高年齢者の福祉の増進に資するこ

とを目的に行う事業（高年齢者就業機会確

保事業や雇用開発支援事業）に要する経費

について、補助金を交付する。

年度末会員数421人（うち豊後大野市297

人）で、請負事業の受注件数は3,789件、受

注金額は212,166,226円。就業延人数は

32,905人。

％ 達成率 0%

①
シルバー人材センターの会員

数

人

目標値 500

－ － － A.現状のまま継

続

実績値 0 － － － －

－

－ －

2 2 2 2 2

退職世代の就農意欲の喚起及び就農の定着

を図るうえで必要な事業である。

制度の周知を図りながら推進する。－

－

達成率 － － － － －

② －

目標値 － －

実績値 － －

％

－ －



基本目標②「豊かなひとを育む」

取組内容

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

基本的方向②ー4「関係人口の創出・拡大」 具体的な取組

　●多機能型関係人口拠点施設の整備

　●二拠点居住による新しいライフスタイルの提供

　●都市住民、市民、地域外企業、地元企業、観光客等が交流する機会の提供

　●自治会等による他出子の組織化

　●ローカルベンチャーの立ち上げの支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

拠点施設の利用者数（累積） ５，２００人 －

拠点施設の利活用による

新規事業創出数（累積）
２２件 －

拠点施設で行うイベント・

セミナー等の参加者数（累積）
４００人 －

Ｒ７
内部評価

所管課の所見 今後の方針
Ｒ５ Ｒ６No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績

1 関係人口創出事業

ま

ち

づ

く

り

推

進

課

新しい時代の流れをつかみ、豊後大野の人や地

域との深いつながりを築き、多様な人材の確

保、起業や移住定住につなげていくため、二拠

点居住やテレワークなどの４つの事業コンテン

ツを連動させたプラットフォームの構築に取り

組む。

　都市住民などの多様な人材と地域内人材との

融合により、その人たちらしさを発揮した新た

なビジネスの創出や、豊後大野出身者など外か

ら地域を支える人材の確保など、関係人口の創

出及び拡大に取り組む。

旧歴史民俗資料館を改修し、多機能型の拠

点施設を整備した。また、新たな施設の条

例を制定し、指定管理制度を導入のため、

選定及び決定を行った。また、令和４年度

から実施する事業プログラムを策定した。

①

単位 達成度 Ｒ３ Ｒ４成果指標

7 7

　指定管理を実施し、起業・創業支援に取

組むとともに関係人口の創出・拡大に努め

る。

A.現状のまま継

続

実績値 － － － － －

目標値 － 3 5

達成率 － － － －

② －

目標値 － － －

事業創出数（累積）
件

％ －

－ －

－

－％ 達成率 － － － －

実績値 － － － －

資料７



基本目標③「豊かな自然・地域を未来へつなげる」

取組内容

ジオパークフレンドショップ

事業者数（累積）
４５事業所 ３４事業所

エコパーク普及啓発活動

自然学習会参加者数（累積）
７００人 ５７人

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

基本的方向③ー1「ジオ・自然との共生」 具体的な取組

　●体験型自然教育や自然保護思想の啓発等の自然教育の推進

　●ジオサイトと道の駅や食を絡めた「体験型」・「交流型」の商品の造成

　●「祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク推進協議会」事業の推進

　●ユネスコエコパークの普及啓発活動の推進

　●本市独自のユネスコエコパーク次世代育成事業

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

ジオガイド認定者数（累積） １３０人 ９７人

Ｒ７
内部評価

所管課の所見 今後の方針

1 エコパーク推進事業

商

工

観

光

課

ユネスコエコパークの普及啓発や自然に触

れるイベントの実施や、ユネスコエコパー

クエリアであることを周知する看板などを

設置することで、「祖母・傾・大崩ユネス

コエコパーク」の普及啓発や、豊後大野市

の宝である「豊かな生物多様性に育まれた

自然の恵み」を将来に引き継ぐことを目的

とする。

エコパークを広く周知するため、周遊看板

を計６箇所設置した。また、ジオパークと

共同でオンラインシポジウムを開催した。

そのほか、エコパークの仕組みや生物多様

性の保全に理解を深めるツアーを行った。

①

単位 達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標

エコパーク普及啓発活動、自

然学習会参加者数

人

目標値 70 340 460

％ 達成率 81% －

580 700
「祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク推進

協議会」で「保全」、「学術研究」、「持

続可能な発展」に関する各種事業に取組ん

でいる。また、市独自でも看板の作成やイ

ベントの開催等によりエコーパークの普及

啓発活動を行っている。引き続き協議会の

事業に取組むとともに、市独自の事業を継

続していく必要がある。

A.現状のまま継

続

実績値 57 － － － －

－ －

実績値 － － － － －

－ － －

目標値 － － －

－

2 ジオプロジェクト推進事業

商

工

観

光

課

ジオパーク基本計画に基づきジオサイトの

保護・保全をするとともに、市民への啓

発・普及活動により次世代に継承する。ま

た、ジオサイトと道の駅や食を絡めた「体

験型」・「交流型」の商品を造成し地域経

済の活性化を図る。

ジオパーク訪問者を拠点施設やジオサイト

等へ案内するための案内看板を市内14か所

に設置した。また、ジオパーク専門員を雇

用し、学術研究や防災など専門的活動を

行った。また、ジオパーク活動を行うジオ

パーク推進協議会へ負担金を支出した。

① ジオガイド認定者数（累積）
人

目標値

％ 達成率 － － － －

② －

％ 達成率 92% － － － A.現状のまま継

続

実績値 97 － － － －

－

41 43

105 110 120 125 130

ジオパークの基本理念である、「教育」・

「保護・保全」・「持続可能な発展」を基

本として各種事業に取組んでいる。特に教

育活動は高い評価を得ている。引き続き効

果等を検証しながら各種事業に取組む必要

がある。

45

－

達成率 92% － － － －

②
ジオパークフレンドショップ

事業所数（累積）

事業所

目標値 37 39

実績値 34 －

％

－ －

資料７



基本目標③「豊かな自然・地域を未来へつなげる」

取組内容

内部評価

所管課の所見 今後の方針
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

基本的方向③ー2「移住・定住の促進」 具体的な取組

　●ウェブサイトやＳＮＳを活用した地域の魅力的な情報発信と情報拡散の取組

　●インキュベーションファーム事業による移住者への支援

　●移住コーディネーターとの連携による相談支援体制の強化の取組

　●関係人口の創出・拡大のための取組

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

各種移住施策による移住者数 １００人 ９６人

インキュベーションファーム

事業による移住者数
３組６人 ２組４人

達成度 Ｒ３

％ 達成率 160%

人

％

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位

－ － －

100

　移住定住策として、空き家活用を推進す

る。

A.現状のまま継

続

実績値 96 － － － －

－

目標値 60 70 80 90

－ － －

実績値 － － － － －

目標値 － －

－ － －達成率 － －

2 定住住宅補助事業（空き家改修（県外））

ま

ち

づ

く

り

推

進

課

市内に存在する空き家の有効活用による、

地域活性化や移住定住の促進を図るため、

空き家バンク制度を活用した県外移住者に

対し、補助金を交付する。

・情報発信による制度周知

・空き家改修補助金の交付

（県外移住者分）　３件

① 市外からの移住者数

② －

1
定住住宅補助事業（不動産／家財／引越／

空き家改修（県内））

ま

ち

づ

く

り

推

進

課

市内に存在する空き家の有効活用による、

地域活性化や移住定住の促進を図るため、

空き家バンク制度を活用した市外移住者や

空き家所有者に対し、補助金を交付する。

・情報発信による制度周知

・空き家改修補助金　８件

・空き家家財道具等処分補助金　７件

・不動産契約仲介手数料補助金

（経過措置）　１件

・引越費用補助金（経過措置）　１件

① 市外からの移住者数

％ 達成率 160% － － －

100

　移住定住策として、空き家活用を推進す

る。

A.現状のまま継

続

実績値 96 － － － －

－

人

目標値 60 70 80 90

－ － －

実績値 － － － － －

目標値 － －

－ － －

3
定住住宅補助事業（不動産／家財／引越／

（県外））

ま

ち

づ

く

り

推

進

課

市内に存在する空き家の有効活用による、

地域活性化や移住定住の促進を図るため、

空き家バンク制度を活用した県外移住者や

空き家所有者に対し、仲介手数料補助、家

財道具等の処分費用に対する補助、引越し

補助をおこなう。

・情報発信による制度周知

・空き家家財道具等処分補助金交付

　（県外移住者分）　３件

① 市外からの移住者数

② －

％ 達成率 － －

％ 達成率 160% － － －

100

　移住定住策として事業効果はあったが、

空き家の活用促進にシフトするため、仲介

手数料と引越し費用の助成については終了

とする。

A.現状のまま継

続

実績値 96 － － － －

－

実績値 － － － － －

－ － －

人

目標値 60 70 80 90

－ － －目標値 － －

4 空き家成約奨励金給付事業

ま

ち

づ

く

り

推

進

課

市内に存在する空き家の有効活用を通じ

た、地域活性化や移住定住を促進するた

め、空き家バンク制度を通じた物件の成約

の際に物件所有者に奨励金を交付するも

の。

・情報発信による制度周知

・空き家成約奨励金の交付　２０件

① 空き家バンク成約件数

② －

％ 達成率 － －

％ 達成率 130% － －

件

－

30

　移住定住策として空き家の活用を推進す

る。

A.現状のまま継

続

実績値 26 － － － －

－

目標値 20 20 25 25

20 20 25

実績値 20 － － － －

目標値 15 15

－ － －

5 インキュベーションファーム事業

農

業

振

興

課

"次代の農業及び地域を担う新規就農者を

ホームページ等を通じて全国から募集し、

次代の豊後大野市農業の担い手を確保す

る。

また、新規就農者技術習得研修施設（イン

キュべーションファーム）における栽培・

管理等の実践研修、簿記研修等の農業経営

研修により、新規就農者の育成を図ること

を目的とする。"

第９期生の就農支援　２組就農

第１０期生の２年目の研修支援　２組

第１１期生の募集　２組入校

① 研修生の就農

② 奨励金交付件数
件

％ 達成率 133% －

％ 達成率 100% － － －

3

　令和３年度までに２１組４２名が研修を

終了する等、大きな成果を上げている。今

後も、新規就農者確保対策の柱として推進

し、他市との差別化を図りながら研修生の

確保に努める。

B.見直しの上で

継続-1　拡充

実績値 2 － － － －

－

－

3

－ －

組

目標値 2 2 3 3

② 研修生の確保
組

目標値 2 2

％ 達成率 100% － － －

3 3

実績値 2 － －

資料７



基本目標③「豊かな自然・地域を未来へつなげる」

取組内容

内部評価

所管課の所見 今後の方針
Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

基本的方向③ー3「小規模集落の支援」 具体的な取組

　●地域コミュニティの集いの場の環境整備

　●地域の特性を生かしたコミュニティ活動の推進

　●地域を支える人材育成

　●地域の支え合い活動立上げの支援

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

地域振興協議会設置数（累積） １５協議会 ７協議会

地域の支えあい活動立上げ（累積） １４か所 ２か所

達成度 Ｒ３

％ 達成率 80%

％

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 成果指標 単位

－ － －

5

　地域コミュニティ活動が活性化するよ

う、希望する団体には引き続き情報提供を

行う。

A.現状のまま継

続

実績値 4 － － － －

－

目標値 5 5 5 5

－ － －

実績値 － － － － －

目標値 － －

－ － －達成率 － －

2 小規模集落対策委託事業

ま

ち

づ

く

り

推

進

課

高齢化率が50％を超える旧小学校区単位に

設立された地域振興協議会に、地域の課題

把握や協議会の運営等を行う地域支援員を

配置し、住民が安心して暮らせる地域づく

りの体制の整備を図る。

小規模集落対策事業業務委託の締結

・７団体

ワークショップ等の開催

・大野町東部・南部

・緒方町小富士

・三重町菅尾　　　計２０回

① 設置数

② －

1 コミュニティ助成事業

ま

ち

づ

く

り

推

進

課

コミュニティ活動に必要な施設整備や備品

購入等への支援を行う。

・コミュニティセンター助成事業　１団体

・一般コミュニティ助成事業　　　２団体

・地域づくり助成事業　　　　　　１団体

　に助成金を交付。

① 採択団体

％ 達成率 88% － － －

15

　市民への支援体制の整備を検討し、引き

続き支援を行う。

A.現状のまま継

続

実績値 7 － － － －

－

協議会

目標値 8 9 10 12

－ － －

実績値 － － － － －

目標値 － －

－ － －

3 小規模集落等支援補助事業

ま

ち

づ

く

り

推

進

課

小規模集落等において、地域による自発的かつ

主体的な地域づくりの推進を図るため、地域住

民や地域コミュニティ組織等が自ら集落等生活

圏の維持及び活性化を考え、活力ある生きがい

の創出等に対する取組みに対し経費の一部を補

助することで豊かなコミュニティづくりの推進

を図ることができる。

　・ネットワーク・コミュニティ推進枠

　・集落活動支援枠

小規模集落支援事業費補助金

・申請団体：５団体

・採択団体：２団体

① 採択件数

② －

％ 達成率 － －

％ 達成率 100% － － －

2

　市民のニーズに対応し、更に支援を続け

る。

A.現状のまま継

続

実績値 2 － － － －

－

実績値 － － － － －

－ － －

件

目標値 2 2 2 2

－ － －目標値 － －

4 地域づくり交付金事業

ま

ち

づ

く

り

推

進

課

　高齢化率が50％を超える旧小学校区単位

に設立された地域振興協議会に、地域づく

り計画に基づく活動を地域づくり交付金に

より支援し、地域の創意・工夫・責任によ

る特色のある地域づくりの展開を図る。

地域づくり交付金の交付対象：７団体

① 設置数

② －

② －

％ 達成率 － －

％ 達成率 88% － －

協議会

－

15

　市民のニーズに対応し、更に支援を続け

る。

B.見直しの上で

継続-1　拡充

実績値 7 － － － －

－

目標値 8 9 10 12

－ －

－ －

－ －

目標値 － －

％ 達成率 － － －

－

実績値 － － －

資料７



基本目標③「豊かな自然・地域を未来へつなげる」

取組内容

成果指標

第２期豊後大野市まち・ひと・しごと創生総合戦略進行管理表

基本的方向③ー4「広域連携の促進」 具体的な取組

　●地域資源を有効に活用した施策の展開

　●幹事会以下7つの専門部会における広域的課題に対する取組

　●全県下共同消防指令システムの整備

重要業績評価指標（ＫＰＩ） 目標値（２０２５年度） 実績値（２０２１年度）

大分都市広域圏での

連携事業数（累積）
２１事業 １７事業

No, 事業名 所管課 事業の目的と内容 活動実績 Ｒ７
内部評価

所管課の所見 今後の方針

1 地域創生事業

ま

ち

づ

く

り

推

進

課

　人口減少・少子高齢社会にあっても、圏

域の中心都市である大分市が近隣の市町村

と連携することで、活力ある社会経済を維

持するため「大分都市広域圏」を形成。

　大分市、別府市、臼杵市、津久見市、竹

田市、豊後大野市、由布市、日出町の７市

１町。

大分都市広域圏推進会議

大分都市広域圏ビジョン会議

各市町幹事・担当者会議

専門部会（８分野）

①

単位 達成度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

21 21

　大分都市広域圏ビジョンに基づき事業実

施を行う。

A.現状のまま継

続

実績値 17 － － － －

目標値 21 21 21

達成率 81% － － －

② －

目標値 － － －

大分都市広域圏での連携事業

数

事業

％ －

－ －

－

－％ 達成率 － － － －

実績値 － － － －

資料７


